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ア ブス トラク ト1

マ ルチ メデ ィア時代 に向 けて現 在多 くの大学 で取 り組 みが始 ま
っている。 し

か しマ ルチ メデ ィア教育 とはいったい何 を目指す ものであ ろうか
。 ここでは ま

ず,米 国NSF(全 米科 学 財 団)の 助 成 の デ ー一タベ ー ス と 日本 の 科研 デー タ

ベー スか ら,日 米の マ ルチ メデ ィア教 育研 究 に対す る取 り組み を比較す ること

に よ り,マ ルチ メデ ィア教 育研 究 の 現状 につ いて述べ る
。次 に米国のあ る大学

の教育環境の現状 を紹介す るこ とに よ り,ど の よ うな情 報環 境 が マ ル チ メデ ィ

ア教育 に貢献で きるかにつ いて報告す る。 これ らの調査を踏 まえて,マ ルチ メ

デ ィア教 育 の 今後 につ いて述べ る。学生の情報利用環境 の整備 と教師 に対す る

情 報利用環境 の組織的な 支援が不 可欠であ ること,そ のLで 情 報教 育 と して学

生 に何 を教 えるべ きかを提案 しているC,

1.は じ め に

昨 今・ マ ル チ メデ ィア とい うt-iを 聞 か な い 目は無 い。 マ ルチ メデ ィアに対

す る社 会の期待は大 きい ものが ある。 ・般 市民はマ ルチ メデ ィア事典や図鑑 を

i彗・店 で購 人で きる し,イ ンター ネ ッ トを使 え ば様 々 なマルチ メデ ィアコ ンテ ン

ツを楽 しむこ とがで きる。 ・般 市民 が 意識せ ず に利用 して いるマ ルチ メデ ィ

ア,で は 大学 で は マ ルチ メデ ィア に対 して どの ような教育を考えれば良いので

あ ろうか。本稿 ではマ ルチ メデ ィアを とりま く研究 ・教 育環境 を調査す ること

によって・マルチ メデ ィア,ひ い て は情 報教 育 と して何 を行 えば良いかにつ い

ての提riを 行 う こ とが 目的 で あ る。

2.米 国におけるマルチメデ ィア教育研究の現状

2.1連 邦政府の科学技術行政システム(lr

米国の学術 ・科学技術行政システムは連邦制をとっている。大学行政を担当

するのは教育省2で あ り,情 鞭提供や財政援助等を行っている
。大学の設置主

体は州政府や民間団体などで,そ れ以外に軍関係の13の 連邦 立高等教育機関

がある。行政 としては連邦政府の各省庁や独 、乞機関,あ るいは州政府がそれぞ
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れの行政 目的に応 じた研究 開発 を所轄研 究機 関で行 うとともにe大 学 に研 究 を

委託 し,あ る い は助 成金 を交付 して い る。

研 究 費を提 供す るのは次の機関であ る。

・農務省1商 務 省,国 防総 省,厚 生 省,エ ネルギ ー 省.航 空宇 宙 局。

・全 米科 学 財 団(NSF):自 らは研 究 所 を もたず,助 成 金の 交付 のみ を行 う。

・国立 衛 生院(NHI}:厚 生 省 傘 ド,最 も多額 の 資 金 を拠 出,連 邦政 府 全 体

の50%。

・学 生(博1課 程 ・取得者)へ の援 助 二NSFとNHIを 中心 とす る連 邦 政 府 奨

学 金 。

連 邦政 府の各省庁 は大学 に対 して多大の研究資金 を競争的に提供 して きた。

ただ し,研 究 を本格 的 に遂 行 して い るの は全米3,fOO以 ヒの 大学 の うち研 究大

学(ResearchUniversity)と 呼 ばれ る大学 院博f;程 に 重点 を 置い た125校 程 度

で あ る。 また伝 統 的 な科 学 ・セ ンター ・研究所 など,連 邦 政 府 財政 負 担研 究 セ

ン ター(FFRDC)の 他 に,特 別 に組 織 さ れ た 研 究F位(ResearchUnit)が あ

る。 国防 関連 支 出 の相 対 的減 少 な ど,助 成 金 に対 す る対象 や構 成 に変 化が出て

お り,産 業 界 か らの資 金 提 供が 増 加 している。

NSFは 米 国 全 体 の2,000以 ヒの 教 育研 究 機 関 を通 じて助 成 金を交付 してい

る。1年 間 に約33億 ドルの助 成金 が科 学 と教 育研 究 用 に助成 され る{㌔ この助

成 金 の うち20%分 は被 助 成 者の 所 属 す る大 学 また は研究機 関が負担す るこ と

になってい る141,,これ らの機 関 には大 学,カ レ ッ ジeア カデ ミック な協 定校,

非 営 利研 究 所,そ して ビ ジ ネス 単位 が あ る。 また大学 と企業の協 同的研究 に も

助 成 を行 う。NSFの 助 成 の 対 象 とな る分 野,学 問 領域 な どの詳 細 につ い て は

(注1)に 説明 す る。

2.2NSFに よ る 学 部 教 育 に お け る マ ル チ メ デ ィア 教 育 研 究 の 現 状

学 部 教 育 で マ ル チ メ デ ィア に 関 す る研 究 助 成 が どの よ う な 分 野 に 対 して 行 わ

れ て い る か をNSFAwardsの 検 索 に よ り調 べ た(注2)。 助 成 金 を得 た もの の う

ち,「 学 部 教 育(undergraduateeducation)」 の キ,..._.ワー ドで ヒ ッ ト した も の は
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図2.2プ ログラム分野による助成金額の推移

461件 。 そ の う ち,「 マ ル チ メデ ィア 」 の キ ー ワ ー ドを 持 つ も の が311件 あ っ

た・つ ま り全体の67%が マ ルチ メデ ィア に関 す る研 究 助 成であ る。 マルチ メ

デ ィア教育に対 して多 くの資金援助が なされているかが分か る。付録1に そ の
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結 果の一…例 を示す。311件 の デー タの うち,継 続 的 な研 究(ContinuingGrant)

は31件,標 準 の助 成 金(StandardGrant)は279件 で あ った。

ω 歴 史 的 な観 点 か ら

このNSFAwardSearchは1989年 よ りの デー タベ ー スで あ る。 プ ログラム

の分類 としては,図2.1と 図2.2に あ る よ うに8種 類の ものが あ った。

この 図か ら,マ ルチ メデ ィア に対 す る助 成 金 は次の ような変化 の特徴 を持つ

こ とが分か る。

・件数的 に も金額的 に も1995年 が ピー クで あ り,学 部教 育 の マ ルチ メデ ィ

ア研 究 は減少 を始 めている。

・ 「教材 と実験の改善」 は金額的に も件数的に も1995年 を ピー ク に現 在 は

減 少傾 向 にあ る。

・教師になるための 「準備 プログラム」には1989年 と1995年 に高額 な資 金

が投 資 され た ものの,継 続 性 は少 な い。

・ 「入 門 カ リキ ュラム」 は1990年 代 の始 め に,「 コー ス とカ リキ ュ ラム」 は

1990年 代 後 半に,増 加 の傾 向 にあ る。

・最近 に な って注 目されるのは 「研究 と教育の統合化」である。

具体的には次の ような内容 の研究が行 われていた・

・ ・番古 い ものは1989年 か ら3年 問 行 わ れ た 「教 師準 備 プ ロ グ ラム」で あ

り,約109万 ドルの助 成 金 で行 わ れ た。

・90年 に 「教 材 と実験 の改 善 」 の研 究 が始 まる。

・91年 は 「入 門 カ リキ ュ ラム」 が2件(73件 で108万 ドルの 「コー ス とカ リ

キ ュ ラム」 についての研 究 、4件 で53万 ドルの 「入 門 カ リキ ュ ラ ム」。 そ

の他 は 「教材 と実験 の改 善」 であ り,初 め て 「教 員用 高度 プ ロ グラム」が

小額 なが らでて くる.

・93年 は53万 ドルで 「教 師準 備 プ ロ グ ラ ム」 の研 究が始 ま り,「 コ ー ス と

カ リキ ュ ラ ム」 も継 続 して行われてい る もの に加 え,3つ の 新 しい テ ー マ

が 始 ま るCl

・94年 は275万 ドルで 「高度技 術 教 育」 が5件 始 まるG
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・95年 は
,550万 ドル をか け て 「教 師 準備 プ ロ グ ラム」が 始 まる。 また約

300万 ドルをか けて 「コー ス とカ リキ ュ ラム」 も始 まるi)ま た件 数 で も17

件 とマ ルチ メデ ィア関 連 の 「コ ー スとカリキュ ラム」 にカ を入れ るように

なって くるnさ らに 「教 員 用 高 度 プ ロ グ ラム 」のテー マ も3件 ,33万 ド

ルで始 まる0

・97年 に はf「 教 育 と研 究 の統 合化 」 で52万 ドル の研 究 が 始 ま る。 「高 度技

術 教育」 の件 数が9件 に な る。

・98年 に は,21件 の 「コー ス と カ リキ ュ ラムJが 始 ま り,今 まで 多 か っ た

「教 材 と実験 の改 善」 の件数比率を少 な くなるf,

こ れ ら10年 間 に行 わ れ て きた マ ル チ メデ ィア関連研 究 につい て,1件 当 り

の 平均 助 成 金 …額 を図2.3に 示 す。

図 か らわか る よ うに,

・件 数 で は圧 倒 的 に 「教 材 と実 験 の改 薔」が 占める ものの
,「 教 師 準備 プ ロ

グラ ム」 に対 して 高額 な助成が行 われて きたC,

図2.310年 間 の助成件数 と平均助成金額
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図2.4現 在実行中の研究件数 と平均助成金額

・ 「研究 と教 育の統 合化」 と 「高度技術教 育」 に対 して1件 当 り50万 ドル

を超 え る助 成 金が つ い て い る、,

・ 「教材 と実験 の改 善」 の ため に小額 なが らた くさんの研究機会をf'}一えて い

る、,

(2}現 在研 究 中の テ ー マ

これ ら311作 の デ ー タの うち,実 際 に1999年2月1日 現 在 も引 き続 き行 わ

れ て い る研 究 につ いて調べ てみ た,こ の 結 果 は117件 で あ り,「 入 門 カ リキ ュ

ラム」 と 「CCLI(カ リキュラム ・コー ス ・実験0)改 謝 適 用 と実 装」 の分 類 につ

い て は終1し て い た。

10年 間 の研 究 と現 在 実 行 中 の1研究 につ いて研 究 件 数 と平均 助 成 金額の比較

を行 ったのが図2.3と 図2.4で あ る、,この 図か ら次 の こ とが[7え る・

・ 「教材 と実験 の 改 善」 の研究件数が減少 し,「 コ ー ス とカ リキ ュ ラ ム」 に

つ い ての研究件数が増加 してい る。
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・助 成金額 は小額 なが ら
,「 高 度技 術 教 育 」 に対 す る研 究 が増 えてい る。 こ

れはマ ルチ メデ ィアを用いて高度技術教育 をどのよ うに行 うかの検 討時期

にある と考え られ る。

・件数 は少 ない ものの
,「 教 師 準 備 プ ロ グ ラム」 が まだ圧倒的 に高額な助 成

を受けている。

次 に現 在実行中の研究の具体 的な内容 について紹介す 惹 、

・ 「教 師準備プ ログラム」の例 は1995年7月 か ら2000年6月 まで の5年 問

に渡 る研 究 で あ り,551万 ドルのf算 で,そ の タ イ トル は1教 師準 備 にお

け るエ クセ レ ンスの ための アリゾナ協 調」 と呼ばれる ものである,、ア リゾ

ナ州 、ヒ大学 を 中心 と した11個 の コ ミュニ テ ィカ レ ッジ と共 同で行 われて

いるcこ れ は小 中学 校 の 生物,化 学,地 理 学,数 学 な どの カ リキ ュ ラムの

改 簿 を図 る ものであ り,こ れ らの 成 果 はCD-ROMや イ ン ター ネ ッ トを

使 っ て配 布 され る、,金額的 に 番 高額 な ものが この研 究 であ る。

・金額で3番 目に大 きい のが マ トピカ高 度技術セ ンターの プロジェ ク トであ

る。 これは271万 ドル を使 った もの で,番#1の ア リゾナ の協 調 と同 じ地

域 で の 研 究 で あ る。 この 地域 は イ ンテ ル7モ トロ ー ラ,SGS一 ト ンプ ソ

ン,マ イ クロチ ップテ クノ ロジー な どの大,の セ ミコ ンダ ク ター 製造 サ

ポ ー ト企 業があ り,こ れ らの 会社 の 出資 に よ り,こ の地 域 の 学 生 が就 職 し

た と きに 大学 で学習 した ことと,企 業で必 要 とす る技 術 ニー ズが 異な らな

い ようにカリキュラムの内容 を改 善す るものである。 この最終 目的 は,コ

ン ピュー タ支援 の教 育 的 設 計 システムやマ ルチ メデ ィアのバーチ ャル教材

を開発す るこ とである。

・金額で2番Hに 大 きいの は カ リフ ォル ニ ア 大学 バー クレイ校で行われてい

る化学教 育 カ リキュラムの改 善 としてモ シュ ラー 手法 を使 った研究 であ

りi286万 ドルの助 成 が あ る。

・カ ンザ ス 大 学が スポ ンサ ー になって いる 「研究 と教育 の統合化」の研究

は}1997年2月 か ら2000年 の1月 まで の3年 間 に わ た る研 究 で あ り,52

万 ドルの 予算 で,そ の タイ トル は 「研 究 と教 育 の統合:教 師 の教 育 にお け
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図2.5現 在実行中の研究件数 と平均実施年数,助 成金総額

る現 代 研 究」 で あ る。

・トップ12ま で に9個 の 「高 度技 術 教 育」 の プ ロ グラムが 人る。

なお,現 在 研 究 され て い る テ ーマ の う ち助成 金額順 に13件 の概 要 を付 録2

に載せ た。

図2.5は 現 在 実 行 中の 研 究 件 数 と'F均 実 施 年 数,助 成 金総 額 に つ い て 分析

した もの である。

・総額では 「高度技術教育」 と 「コー スとカリキュラム」が圧倒的 に多い。

・ 「教師準備 プログラム」 も少ない件数 なが ら高額 な援助が行われている。

・平均研 究期 間は約2 .4年 で あ り,「 コー ス とカ リキ ュ ラ ム」 「教材 と実験

の改善」 は約2年 丁 「教 師 準備 プ ロ グラ ム」 は5年 で あ るU

(3)マ ルチメデ ィア教育における 「学部教育」と 「教育一般」による比較

大学の学部教育だけでなく,他 の教育場面ではマルチ メデ ィア教育をどのよ
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うに行 っているのだ ろ うか。 こ こで は,学 部教 育 と 般 の 教 育 との 比 較 を行

う。

「教育(education)」 とい うキー ワー ドと 「マ ルチ メデ ィア」 のキー ワー ドで

検索 を行 った結 果7,477件 が 見 つ か っ た。 この検 索 結 果 のiな位1 ,000件(ス コ

ァ順の ヒfの を 「教 育 一般 」 と名 づ け て}前 回 同 様r研 究 テ ー マ と助 成 金 につ

い ての比 較 を行 った(共 に今まで10年 間での比較[。

た だ し,調 査 した1,000件 の デー タに は 「学 部教 育」 で ヒ ッ トした8個 の 分

類 以 外 に47個 の 分 類 が あ っ た。 しか し8個 の 分類 に1 ,000件 の う ち の953件

が 人 り・ そ の8個0)分 類 の 合 計助 成 金額 は1億1,030万 ドルで あ っ た。 また ,

「教 育 ・般 」 へ の1件 あ た りの助 成 平均 金 額 は11万 ドル で あ っ た。 「学 部 教

育」 へ の 助 成 件 数 が331件 で あ り,そ の 合 計 助 成 金 額 が5 ,226万 ドル で あ

り}1件 あ た りの助 成 平均 金 額 が16.8万 ドル で あ る こ と を 見 る と,「 学 部 教

i9へ の助 成 が 大 きい こ とが 分 か る。

図2.6か ら次 の こ とが 言 え る。

・ 「教 材 と実験 の改 善」の研 究件数では 「教育 一般」が 「学 部教育」 の3倍

あ る。 しか し実際 の デ.._.タ件 数 も約3倍 なの で,大 体 同程 度 の研 究 件 数 ,

及 び助 成 金 と[1え る。

・ 「コー ス と カ リキュ ラム 」 につ いては
,割 合で 考 えれ ば 「教 育 一一般 」 の件

数は少 ない。助 成金額で いえば圧倒的に 「学 部教 育」が 多いI」

・ 「高 度技 術 教 育」 につ い て も 「コー スとカ リキュ ラム」 と同様の ことが 言

える。

・ 「教 員用高度 プログラム」 につ いては
,「 教 育 一…般 」 の方 が 件 数,助 成 金

額 共 に 多い。

・ 「教 師 準備 プ ログラム」 については 「学部教育」へ の助成金が 多い
。

つ まり次の ように考え られ る。

・ 「学部教育」 として
,現 在,マ ルチ メデ ィア教 育 に 関す る カ リキュラムが

早,急に求 め られ てい る。

・ 「学 部教 育」 として高度技術のマルチ メデ ィア教育が認知 されている
。
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図2.610年 間の学部教育 と教育
一般の研究件数と助成金総額比較
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図2.610年 間の学部教育 と教育一般の研究件数と助成金総額比較

・大学の教 員 に対す る研 究助 成金 は 「学 部教 育」が全体の8%を 占 め る の

に対 して 「教 育 一・般 」 では5%と,ま だ 大学 教 員以 外 に対 す るマ ル チ メ

デ ィア支援 は少ない と考え られ る。

また 「教育一般」で見つか った1,000件 のデ ー タの うち,現 在実 行 中の もの

は217件 あ った。 図2.5で 調 査 した 「学 部 教 育 」 と比 較 す ると次の こ とが ・・f

える。

・助 成 金 総 額 で言 う と 「コー ス とカ リキュラム」が圧倒 的で,「 教 師準備 」

プ ロ グラ ムに も件 数 は少ない ものの高額な支援が ある。

・ 「教 材 と実験 の改 簿」で は 「学 部教 育」で は少 な くなって きた ものの,

「教 育 一般 」 で は まだ 多 くの 支援 があ る。 これ は小中高等学校での分か り

やす い教材作成 を指 向 しているように考え られ る。

・ 「コース とカリキ ュラム」 は 「学部教育」 も 「教育 一般」 も同程度に重要

な もの と考えられている。

・ 「学部教育」 に対す るほ うが 「教育 般 」 よ りも 「高度技術教育」に対す
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図2.7「 教育 一般」の現在実行中のテーマ、

平均年数 、助 成金総額
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図2.7教 育一般の研 究中のテーマと平均年数,助 成金総額

る 支援 が 多 い。

・ 「教 育 ・般」 では 「教 員用の高度 プログラム」 に よ り力 を入れている
。

NSFの 助 成 金研 究 デ ー タ分 析 の 結 果,米 国 の マ ルチ メデ ィア教 育 は次 の よ

うな移行段 階にある と考え られ る。 「学部教育」は,「 コー ス とカ リキ ュ ラム」

や 「高度技術教育」へ のテーマ に助成が移行 してきているr,}こ れ は,大 学 で は

マ ルチ メデ ィア環境 が す で に整備 されて きてお り,助 成 金 を得 て新 た に 「教 材

と実験 の改 善」 に対す る支援 の必要が無 くなって来 てい るのではないか と考え

られる。

逆 にマ ルチ メデ ィアに対 して どの ようなコースや カリキュラム を作成す るの

か,そ して マ ルチ メデ ィア を含 め た 高度 な技術教育 をどの ように行 うべ きかの

検討段 階にあると考え られ る。学部学生が教 師になるための準備教育 としてマ

ルチ メデ ィアをどの ように使 うかの方が,現 在学 部 で教 えて い る教 員 に対 す る

教育 プログラム よ り助成金が はるかに多いc,こ れ は4節 で述 べ る よ うに,マ ル
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チ メデ ィア利用環境が既 に整備 され,利 用す る だけ に な って きてい るか らでは

ないか と考えられ る。

3.日 本におけるマルチメデ ィア教育研究の現状

1体 にお け るマ ルチ メデ ィア を取 り巻 く環境 を,さ まざ まな視 点 か ら調べ る

こ とに よって,日 本の マ ルチ メデ ィア の現状 について述べ る。

3.1マ ル チ メデ ィア を取 り巻 く環 境

日本 で もマ ルチ メデ ィアが声高 に言われるようになってか ら久 しい。文部省

の 欝 教育 局企 画課発行の 「マ1レチ メデ ィア を活 用 した21世 紀 の 高 等糖 の

あ 励 につ い て」・・1,また 「マ1レチ メデ ィア の発 展 に対 応 したX政 策 の推 進

につ い て」1・な ど,国 の政 策 と して1996年 代 か ら急 速 にマ ルチ メデ ィア技 術振

興政策が行 われている。

また 「マ ルチ メデ ィアr膚1998」 ・・1による とマ ル チ メデ ィア1陽 で1まs全 体

傾 向 と して1997年 で68,974億1'#(白i∫1}:上 ヒ106%)と 成 長 は して い る が,そ の

ペ ー ス は昨 年 に比 べ,ダ ウ ン して い る。 この 内 訳 は ハ ー ドウェア市場35,551

億 円,ソ フ トウ ェ ア市 場15,297億 円.サ ー ビ スrl湯18・126億 円 と な っ て い

る。 ソ フ トウ ェ ア に 関 して は}比 較 的 高 い 成 長 率 を持 つ の は モ バ イル コ ン

ピューテ ィングや イン トラネ ッ トの環境 構 築が増 えたマ ルチ メデ ィア問連業

務,パ ソ コ ンソ フ ト程 度 で あ る。 なお,パ ソ コ ン ソ フ トとCD-ROMゲ ー ム

機 の比 率 が 高 く,ソ フ ト市 場 の55.5%を 占 め て い る。 マ ルチ メデ ィアの パ ソ

コ ンソフ トやCD-ROMゲ ー ム 機 な どマ ルチ メデ ィア製 品 は 一般 市民 に 普及

しつつある。

マルチ メデ ィア財団法人マ ルチ メデ ィア コ ンテ ンツ振興協 会9は 中 小 企 業お

よびベ ンチ ャー企 業 を主 たる対象 として,新 規 市場 を創 出す る コ ンテ ン ツ(先

導的 コンテ ンッ)の 制作 機 会 を提 供 す る こ と に よ りマ ルチ メデ ィア コ ンテ ンツ

に関わる市場環境 を整備 している。通商産 業省が情報処理振興事業協会に出資

し,こ の 協 会が受 託 して 先導 的 コ ンテ ンツ市場環境整備事業 を実施す る もので
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ある。 この協 会が1998年 に 公 募 して採 択 した もの を調 べ る ことに よ りマ ルチ

メデ ィアコンテ ンツの新 しい利用動向 を見る。 ここで採択 された コンテ ンツを

分類す ると次の ようになる(採 択作品の詳細は付録3に) 。

・参 考書 型:図 鑑 ・辞典

・教 材 型:言 語/文 化 紹 介 教 科 企 業 玩 具

・情 報 提 供:ビ ジ ネ ス '環 境'設 計 ガ イ ド 写 真CG

・ア ミュー ズ メ ン ト型:旅 行 ゲー ム

実 際 に採 択 され た マ ル チ メデ ィア優秀作 品の コ ンテ ンツか ら見る と
,マ ルチ

メデ ィア とは個 人ベ ー ス で の学 習や ア ミュー ズメ ン トを 支援 す る もの と言え

る。 また・マ ルチ メデ ィアの特性 と しては 「ビジュアルである こと(臨 床感あ

ふ れる)」・ 「イ ン タ ラ クテ ィブで あ る こと(対 話型 に操作で きる)」
,「 パ ー ソナ ル

で あ る こ と(個 人の趣味に応 じて 個 人の時間 に合わせて)」 で あ る と 言 え る
、,マ

ルチ メデ ィアが ・般 市民 に受 け入れ られつつあるの は
,そ の 「有 用性 」 と 「容

易性 」 で あ り,今 まで の テ キ ス トベ ー スの もの と比 して優位 を得 ている と
[一一1え

る。

翻 って大 学 の教 育 にお け るマ ルチ メデ ィアは誰 に対 して何の効果 をもた らせ

ば良いのであろ うか。 卜記の意味合 いで言 うと,学 生 に対 して,分 か りやす い

有 用 で あ るマ ルチ メデ ィア コンテ ンツ(教 材)を 利 用 させ る こ とで あ る
C)し

か しそ れ だけ で あ ろ うか。 日本 ではマルチ メデ ィアについて どの ような研 究が

されているのであろ うか。 第2節 で述 べ た 米 国 のNSFと 対 比 で きる科 学 研 究

費助 成 を対象 として調査す る。

3.2科 学研 究 費 助成 金 に よ るマ ル チ メデ ィア教育の現状

日本で は 文部 省が科学研 究費助 成 を全 国の 大学 や研 究所 の研 究者 に対 して

行 っ てい る。総額 で1,100億 円 以 ヒの チ算 で あ り}申 請 総 件 数 は8.5万 件

('F成9年 度)で ・採 択 率 は25%程 度 で あ る。 こ こで はNACSIS(学 術情 報セ ン

ター)eta)の科研 デ ー タベ ー ス を検 索 した結 果 を紹 介す る。NACSISで は科 学 技 術

研 究 費の デ ー タベ ー ス を1989年 よ り作 成 し,NACSIS-lk検 索 利 用 者 に 有 料
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で公開 してい る。

この 「科 学技 術研 究 費(科 研)」 の デ ー タベ ー ス をNSFと 同 等 の 「大 学 教

創 と 「マ ルチ メデ ィア」のキー ワー ドで検索 した・ その結 果の件数 は18fト

で あ ったc、これ だ け の件 数 の もの に対 して しか研究助 成を している とは思 えな

い。付 与す るキー ワー ドは著 者達が フ リー ター ムで付 けて いるためで あ る。

従 って この結果が全ての 大学教育 に対す る研究 ではない と考 えられたので,い

くつ か の キー ワー ドで検 索 を試 みた。その結 果は次の とう りであ る。
　

AND検 索 ヒッ ト件 数

「教 育」 と 「マ ルチ メデ ィア」 246件
一

「情 報 」 と 「マ ル チ メデ ィア1 224件

一

「大学 」 と 「マ ルチ メデ ィア!
38件

「情 報教 育」 と 「マ ルチ メデ ィア」 23件

「大学 教育 」 と 「マ ルチ メデ ィア」 1
18fU

実際 にその検索結 果の内容 を見てみ る と,「 大 学 」 と 「マ ルチ メデ ィア」 で

の 検索結 果(38件)が 情 報化 基 盤技 術 を含 め て 妥 当 な比 較項 目であ ると考 えら

れ た。 しか し数 最 的 にNSFに 比 べ て は る か に 少 な い の で,参 考 ま で に 「教

創 と 「マ ルチ メデ ィア」の検索結 果(246件)を 含 め て検 討 した・ た だ し こ

のデ ー タベー スには1996年 まで の デ ー タ しか な い た め,そ れ 以 降 の もの につ

い て は科 研 費 の 嬬 ・(文部省不棚 耽 費助齢 採択課題 ・公募船 要覧)の 械9

年度 と10年 度曲を用 い た。

(1)11年 間 の 日米研 究比 較

2節 で 見 た よ うに,米 国 で のNSFの1989年 か らX998年 まで の 「マ ルチ メ

デ ィア」 と 「学 部教育」のAND検 索 の結 果は311件 で あ る。 日本 の 科 研 費 に

お け る 「マ ルチ メデ ィア」 と 「大学」 の検索 結 果は38件 で あ り,米 国 の1/

10程 度 しか な い。 そ の研 究 件 数 の増加 傾向 を図3.1に ま とめ た。 これ は米 国

の 件 数 の ピー クが1995年 で あ るの に 対 して 日本 は1996年 段 階 で まだ増加 傾 向

に あ る こ とが 示 されてい るCi日 本 の研 究 を 「マ ルチ メデ ィア」 と 「教育」 に広
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D米 国

↓ 日本(大 学)

+II本(教 育)

図3.1マ ルチメデ ィア教育研究における日米研究件数比較

げてみて も,そ の ピー クは1996年 段 階 で も米 国 を超 え て 増 加傾 向 にあ る
。 こ

れは 日本において は政 策等が発令 されたのが1996年 で あ る とい う こ とが 原 因

と考 え られる。実際 に現在で も増加傾向にあ るか もしれ ない
、,

な お,助 成 金 額 につ い て はNACSISの デ ー タ ベ ー ス に は 記 入 され て い な

か ったため,そ の 金額 比 較 は行 うこ とが で きなかった。

(2)科 研 費 に よ る研 究の 歴 史

「大学 」 と 「マ ルチ メデ ィア」のキー ワー ドに合致 した38件 の研 究 テ_マ に

つ い て は付 録4に 載せ た 。 こ こで は246件 の研 究 テー マ につ いて述 べ る
。

番 占 くに行 われていたの は 「数学教育へ の コンピュー タ利用」 と 「コ ミュ

ニケーシ ョン障害児の 騰 護 ・訓ICJ用 マ ルチ メデ ィア教 育 シス テム1荊発 」 で

あ る。 これ か ら も分 か る ようにマルチ メデ ィアは分か りやす くす るために
}ま

た不 足 の技 能 を補 助 す る た め に始 まった と言える。 しか し1980年 代 は まだ マ

ルチ メデ ィア コ ンテ ン ツの整備 には程遠 く
,大 学教 育 へ の 適 用 につ い て の 試験

研 究的な色合いが ある。
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1990年 は学 習 支援 システ ム の 開発,CAIの 開 発が 行 わ れ て きた。

1991年 は メデ ィア リテ ラ シー の育 成,外 国語 学 習 教 材 の 開発 ・1体 語 教 育

搬 シ ス テ ム の 開 発 マ ル チ メデ ィア教 材1醗 支援 シ ス テ ム・科 学 禰 の

CAIシ ステ ムの 開 発 な どが 行 わ れ,f余 々 に で は あ るが 激 材 醗 が ー__"われ は

じめ た。 この 年代 の メデ ィア は主に音声 と考え られ る。

1992年 は 日本 語 教 育,グ ルー プ ウ ェア とハ イパ ー メデ ィアに よる経営教 育

環境 の輪 遠 隔教俄 習校 と大撚 礫1ぶ 教 骸 習 訓練 シ ス テ ム が そ」fわれ

る0

1993年 は デ ー タベ ー ス シ ステ ム,CAIな どの ソフ トの 開 発 ・手蝶 実 習 シ ス

テ ムな どの他,英 語'日 本 語教 材 輔 孟購 緒 の ため の教 材 など謙 教育を対

象 と した システム開発に'重点 が 置 かれ て い た。

1994年 は 分 野 と して は 今 ま で のfi本 語 英 語 教 育 だ け で な く.数 学,科

学,物 理 な どの科 学,経 営 会、言い 騨 な どの教 欄 発 ラ}野が 出て くる・ また カ

リキ ュ ラム 整備,CAI,ソ フ ト開発,デ ー タベ ー ス構築 な ど も行 われ る。

1995年 は 「マ ルチ メデ ィア を活 用 した 高等教育の現状 と将 来展望 に関す る

調査研 究」 によ り儲 的 にマ ルチ メデ ィア研究が始 まる・ また燗 模情報 ネ ッ

トワー クの もとでのマルチ メデ ィア教 育 とい う視点がみ られ る。マルチ メデ ィ

アのデー タに して も動画な どの高度な利用時期 に入る。

1996年 に入 る とマ ルチ メデ ィア{i耽 教 育 シ ステ ム の 醗 とそ の 大学 教ffへ

の馴1に 関す る試 験研 究 が 始 ま る.豚 も英 語 教 育 だ けで な く・ フ ラ ンス語・

ドイツ語,社 会学,音 楽 教 育,日 本 事情,庭 術教 育,芸 術,看 護学,環 境 学T

気 象,生 物学,材 料 力学,発 生学,動 物 学,エ イズ教 育,そ して情 報 教 育 がで

て くる。 デ ー タベー ス,出 題 ・解 答 シ ステ ムな ど,様 々な分 野 でマ ルチ メデ ィ

ア が 使 わ れ て くる.こ こ で 初 め てWW照 ・e-mailの キ ー ワ ー ドが で て き

て,ネ ッ トワー ク化 遠 隔教 能 含 め たマ ルチ メデ ィアになる・ 大轍 育 にお

けるマ ルチ メデ ィア協調分散学習環境 の 基盤 技術 に関す る調査研 究 も行 われ

る、,さらに この 時期 に は 「仮 想 」 な どのキー ワー ドも見つか り,マ ル チ メデ ィ

アの 内容 は高 度 に な って くる。
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1997年 度,1998年 度 につ いて は デ ー タベ ー一ス で は検索 で きなか
ったが,文

縮 科 学研 究 費助 成 金採 択 課題 のrllか らピ ッ クア ップ した もの につ いて概要 を

述べ る。iミに科学 教 育 の 分類 で 探 した ものであ り
,そ の 他 の学 問 分 野 で のマ ル

チ メデ ィア教 育については省略 した(詳 細 については付録5を 参照)
。

1997イ1三と1998年 を上ヒ較 す る と件 数 で は1997年 が 多 い
.と もに 重点 領 域 研

究 に エ997年7・800万IIL98年8 ,480万rl」 で 「人 文科.,,.:〉と コ ン ピュ_タ_コ ン

ピュ ー タ支援 に よる 人文 科 学研究」 に対す る助 成がある
。 これ らは,イ メー ジ

処 現 デ ー タベ ー ス激 量 的分析 ,テ キ ス ト処 理 の 紛 野 へ の総 額 で あるが ,

マ ルチ メデ ィア を も考 慮 に いれ ている
。

1997年 に は基 盤研 究 で 約50件 の研 究 が あ り
tネ ッ トワー ク,マ ル チ メデ ィ

ア教 材,シ ステ ムtな ど広 範 囲 な研 究 が あ る。 内 容 的 にはr詣 吾教 育 だ け で な

く・ 医療 や感 性情報 ・地域気 象,手 話 デ ー タベ ー ス,マ ルチ メデ ィア教 材 の 効

果測 定 な ども出て くる。

1998年 は マ ル チ メデ ィア に 関す る研 究件 数は減 って くる
。 しか し助 成金 は

徽 な ものが士甑 特 に 「マルチ メデ ィアの教育棚1技 術 に 関す る総 合 研 究
」

や 「マ ルチ メデ ィア リテ ラシー育成 方法の検 討」の ようなマ ルチ メデ ィアを ど

の ように使 うか にも焦点があて られている。 また,日 本 にお け るマ ルチ メデ ィ

ア教 材 開発 について もその研究テ.__.マ数 を減 ら して きて い る こ とが 伺 える
。

3.3マ ル チ メデ ィア教 育開 発 セ ン ター

マ ルチ メデ ィアを取 り巻 く環境 として メデ ィア教育開発セ ンターについての

研 究動 向 を紹 介す る。 これは,1976年 に国立 大学 共 同 利 用 機 関 と して 設置 さ

れ た放 送教育 開発 セ ン ター を1997年 に 改 組 設 置 した もの で あ る
。 こ のセ ン

ターの 目的は,高 等教 育 にお け るマ ルチ メデ ィアの利用 を促進す るための中核

的機関 と して,多 様 な メデ ィア を高 度 に利 用 して行 う教育の内容
,方 法 な どの

研 究 及 び 開 発 並 び にそ の成 果の提 供 であ る{12}。 文 部 省 の 「教 育 改 革 プ ロ グ ラ

ム」1131のB的 で あ る 「学 問 の 衛 星 通 信 を活 用 した ネ ッ トワー ク化 の推進
,メ

デ ィア教 育 開 発 セ ン ター に お けるマ ルチ メデ ィアを利用 して行 う教育の内容
,
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方法 な どの研究開発やその成果 の各高等教育機 関への提供等 によ り,高 等教 育

にお け るマ ルチ メデ ィア の一層の活用 を図る」 に一一一致 している と言われ る研究

を行 っている。

マ ルチ メデ ィア教 育に関する研 究 として,こ こで は,次 世代 マ ルチ メデ ィア

情 報 通信 技 術 の教育利用,崖 理 心 理学 的測 定 に よるマ ルチ メデ ィアの特性 の解

析 と効果的 な教育 システムの研 究開発 等が展 開 されて いる。 また映 像デ ー タ

ベ ー スの 開発研 究TDVDな どの 新 しい メデ ィア を 用 い た 教 材 開発 や 国際理

解,カ ウ ンセ リ ング等 の課 題 に有 効 なマ ルチ メデ ィア教材の開発研究,大 学 教

員 の メデ ィア活 用 能力 を向 上 させ るための研 修プログラムの開発研究や実 証研

究,高 等 教育 でマ ルチ メデ ィア を有 効 に活用す るための経営組織等 に関す る基

礎研究,マ ルチ メデ ィア を用 い る大学 教授法の向 ヒやその評価 システムの開発

活用研 究が行 われているil4}。

この セ ンターは 多 くの 放送 メデ ィアを持 ってお り,デ ー タベ ー ス と して提 供

して い る。 市販 されて いる教材 と して22,000件,セ ン ター所 蔵 の 映 像 音 響 資

料(英 国オープ ンユニバー シテ ィ制作ビデオ,BBCビ デオ,放 送大学授 業番組 等)

39,000件,素 材 静止 画デ ー タベ ー ス(教 材制作や放送 大学授業番細75,000件 ・

文 献 ・資料 デー タベ ー ス等 が無 料で提供 されている。

ここでの今年度のマルチ メデ ィア に関す る研 究 テーマ を見 る と,マ ル チ メ

デ ィア コ ンテ ンツ教 材 を作 る ことよ りは,占 くか らの 放 送 メデ ィア をデ ー タ

ベ ー ス化 したものを提供す ること,大 学教 員 の メデ ィア活 用能 力 を提供す るこ

とに焦点が 当て られてい る。 さらに電rメ デ ィアの安 全 性 確保 な ど,新 しい メ

デ ィア を どの よ うに利 用 す るか という研究 に変わ りつつある。 これ も米国での

傾 向 と同 じ傾 向にあ るといえる。

3.4私 立大学等情報処理教育連絡協議会

日本の情報教育環境 をめ ぐる機関として私 立大学等情報処理教育連絡協議会

がある(151。ここは私立の大学,短 期大学部,高 等專門学校における情報教育の

振興 ・充実を図るために設 立された団体である。 ここでは,文 部省などからの



521盲i糸 釜 論 叢i第35巻 第4号 (159)

情報化推 進関連情 報 を加盟大学 に提示す ると共に,私 立大 学 等 の情 報 教育 お よ

び 晴報環境 に関す る整備改善 を行 うために,教 育環 境 を含 め広 い 、L.t_場か らの調

査研 究 を行 って い る。

例 えば 「'}城10年 度 補正 予算 を活 用 して 教 室 の マ ルチ メデ ィア化 に関す る

提言」㈹で は,「 教 室 のマ ルチ メデ ィア 化 は 単 なる施 設 ・設備 を整備 す る とい

う問題ではな く,大 学 が掲 げ る人材 育成 を よ り効 果的 に実現す るための基盤整

備 と して捕 らえるこ とが重要で,こ れ まで実 現 で き なか った授 業運営 を可能に

す ることによ り,大 学 の 教 育 改 革 を 全学 的 に推 進 す る ア段 」 と位 置付 けて い

るnつ ま りマ ルチ メデ ィア教室 は次 の ような魅力ある授 業を実現す るための も

の としている。

・ 理論 と実際のマ ッチ ング授業 を実現

教室 に外部か らの ネ ッ トワー クを通 じて,リ ア ル タイムで 社 会や 企 業 か

らの 現場情 報 ・体験 情報 を教室 にTV会 議 方 式 で 音声 ・動 画 像 を提 供 す

る こ とによ り,授 業 で の内 容 が実 際 の社 会や 企業現場で どの ように理解 ・

活 用 されているか,ま た学 問 ヒの で の 理 論 と実 際 に 起 きてい る現 象 との

ギャ ップを認識 させ,学 生 自身 に現実 感 覚 を持 たせ,ま た 考 え させ る授 業

を提 供 す る,,

・ 専門家 チ ー ム に よるハ イ レベ ル授業 を実現

狩め他 大学 の教 員,企 業 や 関 係機 関の 専 門家 に5～10分 程 度 の時 問 を 予

約 し,TV会 議 方式 で外 部の ネ ッ トワー クか らコメン トや質問 を受 け られ

るようにする。

・ 事前 ・事後学習 を実現

教員 に よるホームペ ー ジの提供 に よ り,教 材s資 料 をデ ジ タ ル化 して

バ ー チ ャル な環境 での事前 ・事後学習 を実現。学内LANを 通 して 有線 ・

無 線 の 情 報 コ ンセ ン トを教室 に整備 す る と共 にマ ルチ メデ ィア教材 の編

集 ・蓄積 を可能にす る部屋,ラ ボの整 備 を行 う。

また,マ ルチ メデ ィア装 置施設 等助 成 につ いての内容 としては,音 声 映像 装

置(ビ デオプ ロジェ クタ,ス クリー ン,収 録 川 カ メラ,デ ジ タルVTR,マ イ ク ・ス
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ピ_カ ・ア ンプ な どの 音響 設備 な ど),機 器 制 御 装 置,入 出 力 装 置(入 出 力川 コ ミュ

ニ ケー シ ョン.切 り替 え ス イ ッチ な ど),機 器 操 作 卓,送 受 信 装 置(学 内LAN,イ

ンタ_ネ ッ ト接 続 装 置,放 送 大学 デ ジ タル衛 星受信 装債 な ど),教 材 ・資 料 等 作 成 装

置(編 集 装概,カ メラ,ビ デ オ ・オ ンデマ ン ド用 サ ー ペ エ ンコー ダ装 置な ど),冷 房

等 空 調 設 備 な どが あ げ られ て い る硅71Jつ ま り,マ ル チ メ デ ィア の 環 境 と し て は

学 生 が 使 う コ ン ピ ュ ー タ装 概 の マ ル チ メデ ィア 化 で は な く,教 師 が 利 用 す る機

器 で あ る こ とが 分 か る 。

こ の よ う に マ ル チ メ デ ィア 化 は 教 材 の マ ル チ メデ ィア コ ンテ ンツ を 作 る た め

の 助 成 機 器 とい う位 置 付 け が で き る。 こ の 提CIは マ ル チ メ デ ィ ア の 教 室 環 境

(イ ンフ ラ)を 整 備 す る こ と に よ り,「 教 育 の 質 を 向L」 させ る こ と を 目 的 と し

て い る。

4.米 国 の教 育 環 境 一 イ リノ イ大 学 の情報環境 から学ぶ

これ までの調査に よ り,米 国 に お い て は マ ルチ メデ ィア教材 を作成 して授

業 ・実験の改善を行 った り,マ ルチ メデ ィア環境 の整 備 を行 うとい う段 階は一・

段 落 している。 マルチ メデ ィアに よる教育にかかわるこ とに焦点 を当てるよ り

は,そ れ を使 う カ リキ ュ ラムや 教 員の教育へ焦点が当て られている。L-1本 で は

マ ルチ メデ ィア を,教 材 作成 よ りは現 場 レベ ルで は教育の質の向t一を図 る こ と

に,研 究 レベ ルで はマ ルチ メデ ィア 利用 の ロr能性 や 使 い 方 に焦 点 を 置 い て い

る。 この違いは どこか らきているのであろ うか/

筆 者 が 米 国 の イ リ ノ イ大 学 ア ー バ ナ ・シ ャ ンペ ー ン校 に1997年8月 か ら

1998年8月 ま で 在 外 研 究 員 と して 滞 在 した ときの経験 を紹 介す る こ とに よ

り,米 国 の あ る 大学 で どの よ う な情 報教 育が行 われ ていたか,マ ル チ メデ ィ

ア ・情 報教 育 に対 しての取 り組みの違い を見る。

4.1情 報 処 理 サ ー ビ ス の 現 状

イ リ ノ イ 大 学 ア ー バ ナ ・シ ャ ンペ ー ン 校 は17学 部 を 持 ち,学 部 学 生 数 約

27,000,院 生 等9,000の 合 計36,000人,教k数 がz,zoo人 を 擁iす る イ リ ノ イ州
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位 の 総 合 大 学 で あ る(18)。い わ ゆ る研 究 大 学(ResearchUniversity)で あ り ,ノ ー

ベ ル 受 賞 者 を10名 輩 幽 して い る 。 イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 拡 大 に 貢 献 した ブ ラ

ウ ザ ソ フ トMosaicやNetscapeも こ こ で 開 発 さ れ た 。 ま たCAI(Computer

AidedInstructi{m)の 祖 と もt_一=tわれ るPLATOは1960年 代 に 開 発 さ れ て お

り,1949年 に はILLIACと い う コ ン ピ ュ ー タ も制 作 さ れ た と い う コ ン ピ ュ ー

タ関 連 の 歴 史 を持 つ 大 学 で あ る 。

イ リ ノ イ大 学 に は 日本 に お け る 大 学 の 情 報 セ ン タ ー と 同 じ機 能 を 果 た す

CCSO(ComputingandCommunicationServiceOffice)が あ り,こ こ が 学 生 及 び

教 職 員へ の 情 報 サ ー ビ ス を 行 っ て い るc、 こ こで は組 織 とそ の サ ー ビス に つ い て

述 べ{19}。

大 学 に は 学 生 が 利 用 灯 能 な3,000以 ヒの コ ン ピ ュ ー タが あ り1全 て が ネ ッ ト

ワー ク で 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら コ ン ピ ュ ー タ の う ち学1部 所 属 の もの とCCSO

の もの が あ り,CCSOが 直接 管 理 す る の は500台 で あ る 。 こ れ ら は9つ の 大 学

構 内 の サ イ トに 設 麗 して あ り,学 生 が 自 由 に24時 間 利 用 で き る も の で あ る。

学 生 は こ れ らの コ ン ピ ュ ー タで ワ ー プ ロ,ス プ レ ッ ドシ ー トyデ ー タベ ー ス,

統 計,デ ス ク トッ プ パ ブ リ ッ シ ン グ,WWWブ ラ ウ ザ 等 多 数 の ソ フ トが 利 用

で き る ば か りか,学4{が 自宅 で 利 用 す る た め に フ ロ ッ ピー に ダ ウ ン ロ ー ドす る

こ と もで き る 。 プ リ ン トア ウ トは ドッ トプ リ ン タな ら無 料,レ ー ザ プ リ ン タ な

ら学 生 証,ま た は コ ピ ー カ ー ドを 使 っ て1枚5セ ン ト程 度 で 印 刷 す る こ とが で

き る 。

CCSOで は 教 育 的 な 資 料 を 多 数Webヒ で 提 供 して い る 、,例 え ば ネ テ ィ ズ ン

に な る た め の ネ ッ トワ ー ク利 用Lの 倫 理 的 教 育 資 料27〕,自 宅 か ら の ネ ッ トワ ー

ク接 続 を 含 め た コ ン ピ ュ ー タ 利 用 上 の 問 題 点 を 解 決 す る た め のFAQの 提

供 〔'LRI,外部 プ ロバ イ ダ の 紹 介(?ti},企業 の テ クニ カ ル サ ポ ーicy?,顧 客 サ ー ビ ス情

報,製 品 情 報31な ど も あ る 。 コ ン ピ ュ ー タや ソ フ トを 新 規 に 購 入 す る 人 の た め

の ア ドバ イ スや コ ンサ ル テ ィ ン グ も行 っ て くれ る 。

ま た コ ン ピ ュ ー タ教 育 ㈱も行 う。 こ れ は 学 生 に 対 して 無 料 でfOS(MacOS ,

Dos,Windows,Unix),e-mail,WWW,HTML,WS-Word,WordPerfect,ス
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プ レ ッ ドシ ー ト,MS-Exce1,Lotus-123,PageMaker,FileMakerPro,ワ ー

プ ロ の ヒ級 コ ー ス,自 宅 か ら の ネ ッ ト ワ ー ク接 続,イ ン タ ー ネ ッ ト,SAS等

を教 え くれ る もの で あ る 。 学 生 は コ ン ピ ュ ー タの 貸 出 しサ ー ビ ス(33)も受 け る こ

と も で き る が,実 態 は 多 くの 学 生 が コ ン ピ ュ ー タ を 保 持 し て お り,貸 出 しは あ

ま り行 わ れ な い との こ とで あ っ た 。

CCSOは 大 学 の 学 生.,教 職 員 に対 して コ ン ピ ュ ー タ利 用 環 境 の 支援fキ ャ ン

パ ス ネ ッ トワ ー クの 管 理 をハ ー ド,ソ フ ト,設 備 全 て の 面 で 行 う。 サ ー ビ ス と

して は 図 書 館 カ タ ロ グへ の ア ク セ ス,イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 環 境 の 整 備,学 生 へ

の オ ン ラ イ ン履 修 登 録 シ ス テ ム,教 員 へ の コ ン ピ ュ ー一夕 関 連 教 育 資 源 利 用 環 境

の 提 供 等 を行 っ て い る 。

4.2学 生 の情 報利 用 環 境

学 生 は まず大 学 に入る と,現 住所,帰 省 先住 所,所 属 学 部 な どの個 人情 報 を

PhoneBook(ph)"21)1に 登 録 す る。 これ は大学 関係 者が 名前または所属で検索で き

るサー ビス として も提 供 されてい る。次 に今年度履修 したい科 目な どをオ ンラ

インで履修登録する(`>1〕。登 録 す るに 当 た り時 間割 や コース シラバスiZZIもWebで

提 供 され て い る。 登録 した科 目の成績 を学生 自身が オ ンラインでチェ ックす る

こともで きる。 さらに成績 につ いてのア ドバイスもあ る。履修するに当た りt

教 員が どの よ うな シラバ スを作 っているか,教 員 の オ フ ィスア ワー はい つ で あ

る か,授 業 ス ケ ジ ュ ー ル,教 材 情 報,参 考 文 献 宿 題 等 を参 照 で き る ばか り

か,履 修 した科 目の 議論 フ ォー ラム に も参加で きる。 文献 を検索 したい場合は

まずWebで 大学 内 図 書 館23の 資 料 を検 索 した り,無 け れ ば 近 辺 図 書 館 か らの

取 り寄 せ もで きる し,市 販 の デ ー タベ ー スの 検 索12.1)やCD-ROMの コ レ ク シ ョ

ン(25)もWebを 使 っ て検 索 す る こ とが で き る。 学生 は個 人の ホームペ ー ジを作

成す るこ とがで きる し,作 り方 の説 明 な ど もCCSOの 提 供 す るWebペ ー ジ2fi

を 見 る こ とが で きる,Jコ ンピュ ー タの 利 用 に関 して は所 属学部 の コンピュー

タ,CCSOが 管理 す る コ ンピュー タを利 川 で きるだけでな く,寮(1年 生は全 員

入寮)や 自宅 か ら も使 う こ とが で きる。 自宅の コ ンピュー タ利川(ダ ィアルァ ッ
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プ)に 関 して は週20時 間 まで は無 料 で利 用 で きる し,そ れ 以L利 用 す る と き

は1時 間30セ ン ト支払 う。CCSOで は500以 ヒの モ デ ム を提 供 して い るが ,

学 ノkの利 用 は 多 く,夕 方か ら深 夜 まで はつ なが らな い ことが 多か った。CCSO

で は コ ン ピュー タの利 用 の満 足 度 をあげるために外 部プロバ イダへの利用 を推

奨 している。ただ し,ll本 の利 用環 境 と違 う点 は,電 話 代 は殆 ど無 料,1ヶ 月

の プ ロバ イダへ の 支払 い は20ド ル未 満 とい う安価 な利 用 環 境 が ある ことであ

るO

学 生 は 各学 部 の 授 業 に必 要 な情 報教育 を受 ける。 コンピュー タ入門的 なもの

は文系,理 系 用 にそ れ ぞ れ川 意 され てい る。 また3年 生 以[__の 文系 学 生 の た め

に,デ ー タ構 造,フ ァ イル と情 報 シス テムTソ フ トウ ェアデ ザ イ ン と開 発,デ

バ イ ス イ ンター フ ェー ス,ユ ーザ イ ン ター フ ェー ス と ビ ジュア ライゼー シ ョン

な どの授 業科 目も用意 されている。 コ ンピュー タを高校 までに利用 して きてい

る学生 も多 く,全 て の学 生 が コ ンピ ュー タ人門教 育を受ける ことは無い。 また

CCSOが 提 供 して い る無 料 の ソ フ トコー ス(単 位 とはみなさい)を 利 用 す る者 も

い る。WWWブ ラ ウザ の使 い 方,履 修 登 録 用 の 特 定 ソ フ トな どは授 業を受 け

るLで の基 本 的 な情 報技 術 とr-.iえる。 これ らを使 うた め の教 育情 報環境 も今 ま

で に述べ たように整備 されてい る。学部毎での コンピュー タ関連授 業は学部に

よって異 なるが,ワ ー プ ロ,表 計 算,デ ー タベ ー ス な どを教 え る コー スは無

い。専 門科 目の中で分 かってい るこ とを前提 ですすめて いる感が ある。MBA

にな る と,い ろ い ろ な大学 か ら学 生 が 来 るため4人 学 前 に準 備教 育 とい うのが

あ る。 それは授 業が始 まる前,夏 休 み 期 間 の3週 問 の ク ラ スでWordやExcel

の授 業 を受 け る とい う もの で あ る岡。

図書館 の利用 についてはイ リノイ大学が全米でのデジ タルライブラ リの イニ

シャテ ィブ{35',をとっ てい る こ と もあ り,1998年 の 春 よ り試 用版 で はあ っ たが,

学 会誌 の フル テキ ス トの 文献 を検索 に よ り手に入れるこ とがで きた。

遠隔教 育 につ いて は,図 書 館 情 報 科 学 部 の 大学 院 で 行 って い る㈹。 これ は

Webに よる遠 隔 居 住 者の ため の 修 士 取 得 コー スであ る。教 育学 部で は,小 中

高 等学 校 の教 員 の た め に リフ レッシュ教育 をWebに よ って 行 って い る。 これ
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はイリノイ州在住の教 員のためであ り,週1回 は 大学 で の 講義 を受 け るがYそ

の 他 はWebを 通 して 質問 した り議 論 フ ォー ラム を利用 して 各自のプ ロジェク

トの進行状況 な どの情報 を発信 して大学教員のコ メン トを貰うものである{37}0

4.3マ ル チ メデ ィア教 育 の現 状

学 生 に は ネッ トワー ク利用環境が インフラ として整備 されてお り,レ ポ ー ト

提 出 の ため の ワー プ ロや デー タ分析のための スプ レッ ドシー トを自分で学習す

ることがで きる。音声,ビ デ オ な どの マ ルチ メデ ィア教 材 はWeb上 で 見 る だ

けで あ り,特 にマ ルチ メデ ィアの た めの 教育 と言うものは無い。教材 にはビデ

オ,OHP,ア ニ メー シ ョン等 さま ざ ま な もの があ り,学 生 はWeb画 面Lに 表

示 され て い る ボ タンを押 す だ けで 予習や復習がで きる し,リ アル タイムで ビデ

オを見 る こ と もで きる。

リアル タイムで授業が行われていた授業 は,NCSA(NationalCenterf()rSu-

percomputingApPlications)と い う組 織 玉8iで行 わ れ て い た 実 験 シ ス テ ム で あ り

(注3),新 技 術 を紹 介 す るた め の 講 座 で あ った。 これは新技術 の最 先端で活躍

している教 員が毎 回違ったテーマで数名つつで講義 を担 当する ものである。履

修 は全ての学部 に開かれているが,人 数 に制 限が あ り,そ の 中の テー マで 興 味

の対 象 とあ った ものにつ いて学 生達がそれ以 降研 究 して行 くとい う もの であ

る。その授業 はビデオカメラで撮影 され ていて,授 業 を受 けて い る学 生 もそ れ

を見 る こ とがで きる し,授 業 を受 け な か った 者 もあ とで 講義 ビデオをWebで

見 る こ とが で きる,,

ホ ー ムペ ー ジを利 用 して各 自の レポー トを提 出 させ る授業の1つ では,授 業

の 最初 に教 師 が デ ジ タルカ メラで学生の写真を撮 り,そ れ を メー ル で学 生 に送

付 しs学 生 はそ れ をHTML言 語 で 自分 の ペ ー ジに貼 り付 け る とい う作業 を し

ていた。 これ以外 に もた くさんの授業 でWebベ ー スの授 業 が 行 わ れ て い た。

教 材 は回を重ね る毎 に教材へ の リンクを増やす な ど,充 実 しつ つ あ った。

コ ン ピ ュ ー タサ イエ ンス学科 に開講 され て い る 「マ ルチ メデ ィア システ

ム」〔39の授 業 はマ ルチ メデ ィア シ ス テ ム を設 計す るい わゆ るOSま わ りの ス ケ



58商 経 論 叢 第35巻 第4131」 (li3)

ジュ ー リ ン グア ル ゴ リ ズ ム や マ ル チ メデ ィアプ ロ トコル ,ユ ー ザ イ ン ター

フ ェー スの 設 計 な どを行 うものであ る。

学生 たちの普段の生活は,レ ポ ー ト提 出 に ワー プ ロ,ス プ レ ッ ドシー トな ど

を作 成 し,そ れ を電rメ ー ル に添付 して教 員 に送 る とい う作業 ,事 前 に教 員 が

作 成 して お い たWebヒ の ヒの教 材 を参照 して授 業 を受 ける準備 を行 う作 業,

授 業 はOHPベ ー スの もの で受 け,後 で分 か らな くな った と きに は電 升メール

や電 予フオーラム を利用 して教 員に質問を送 る,と い う作 業 で あ る。教 員 は こ

れ ら の 質 問 に個 人的 に電 子 メー ルで答 えた り,共 通 の 問 題 に つ い て は 電 子

フ ォー ラムを使 って学生達 に知 らせ るということを行 っていた。

マルチ メデ ィア教材 を利用す る科 目はあ って もマ ルチ メデ ィアその もの を教

育す る もの は無か った。 しか し,Webや 電 子 フ ォー ラ ム な ど を用 い た 双 方 向

型 の教育環境があ り,そ れ らを当 た り前 の よ うに学 生 や教員が使 っていた。 さ

らに,急 速 に変 化 す る新 しい情 報技 術 を次 々 と利用 して教育 を行 うとい う姿勢

が伺 えた。

4.4教 員 に対 す る支 援

教 員が 教 育 を行 う上で も各種の支援が用意 されている。

まず教育資源が 多数用意 されている。例 えば,教 材 作 成 に 当た っ て,教 材 メ

デ ィアの 設 計,開 発,作 成,評 価 を支援 して くれ る。 グラ フ ィックスデザ イン

や ビデオグラフ ィなどの分野の専門家が品質 の良い教材 を作 成 して くれ る。 オ

ンサ イ トでのハー ドYソ フ トの技 術 コ ンサ ル タ ン トも行 うS_iま た クラ スル ー ム

サ ポ ー トの ため の,メ デ ィア システ ムの選 択,利 用,設 計 ,イ ンス トー ル を支

援 して くれ る。 この教材 はWebな どで提 供 す る教 材 や ソ フ トで あ り,ク ラ ス

ルー ムサ ポー トはWebベ ー スの 議 論 フ ォー一ラ ムや 宿 題提 出 システ ムであ る。

その他,学 問 分野 に応 じて必 要な ソ フ トの コンサ ル タン ト,例 えば統 計 分 析 ,

デ ー タマ ネ ジ メ ン ト,グ ラ フ ィ ッ クス,イ メー ジ処 理,地 理 情 報 シス テ ム を

行 っ て くれ る し,教 育 的 資 源 は図書 情 報 だ けで な く,地 理 の デ ー タベ ー ス な ど

も用 意 されている。
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その他,教 育 用 に必 要 な トレイニ ン グ を有料 ではあ るがCCSOに 依 頼 す る

こ と もで き る し,教 材 開発 を依 頼 す る こ と もで きる。

教材作成 に当たっては多 くの部 門が教 育への技術の利用 を目的 と してそれぞ

れ取 り組 んでいる。教材作成の組織体 は複数の学部間の共同プロジェク トであ

り事務部門を持 つ組織体である。ETAG(DivisionofEducationalTechnologies

Course)s3s)では,授 業 支援 の 入 門 コー スを提 供 してお り,講 義 の ため の パ ワー ポ

イ ン トや オーバヘ ッ ド作成の 支援,HTMLを 用 い たWebの デ ザ イ ン,コ ミュ

ニケ ー シ ョン管 理 の フ ォー ラム ・コンフ ァレンス,共 同学 習の 支援,マ ルチ メ

デ ィア資 源 を開発 す る 支援,Webペ ー ジに ス ラ イ ドシ ョーや 電 子 議 論 を含め

る支援,学 部 を超 え た教 員 間の ワー ク シ ョップの開催 などを行って いる。

SCALE(SloanCenterforAsynchronousLearningEnvironment)!ao)で も教 育 資料

作成 の ア プ リケ ー シ ョンや,コ ー ス コ ンフ ァ レ ンス ソフ ト.イ ン ター ネ ッ トL

で教 育 を行 うア プ リケー シ ョンの紹 介,教 師達 が 議論 で きる場 の提 供,イ ベ ン

ト情 報 な どの提 供 を行 っ て い るC,CyberProf唄1も 他 の組 織 体 と同様 で あ るが,

Web-LにCAIを 提 供 して い る。

この よ う に コ ン ピ ュー タ利 用 につ いて の初心 者 の教 員で あ って も教 材 を

Webrに 作 成 した り,学 生 との議 論 フ ォー ラ ム を作 成 す るこ とな どが容易 に

で きる体制が ある。 これ はCCSOと い う ネ ッ トワー ク等 を管 理 した り,サ ー

ビス を提 供 す る組 織 以 外 に様 々な教 育を支援す る組織が存在す るためであ り,

そ れ は 教 師 の た め の電r化 イ ン フ ラ を推 進 して い る とい える。CCSOは 約40

名程 の 人員 の専 門家 集 団か らなる。各学部で も専任の ネ ッ トワー ク管理者な ど

の専 門家 を雇ってい る。

CCSOや 教 材 作 成 支援 部 門 の支援 に よ り全ての教師が インターネ ッ トLに 教

材 等 を提 供 して い るか と言 う とそ うではない。 い くつ かの科 目の教員が教材 を

作 ってそれ を利用 し,そ の 利 用効 果 な どの 評価 を学 期 末に他の教員 を集め て報

告す るこ とを行 っている。問題点,良 い利 用 方法 な どフ ィー ドバ ッ クに基づ い

て次の教員の教材作成へ の橋渡 しを行 っている。T:学 系 の教 科 で は 多 くの科 目

でWebを 利 用 した教 育 を行 っ て い るが,文 系科 目 につ い て は そ れ ほ どで はな
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いのは 日本 と同 じ状況 ともδえる。新 しい技術が使 えると rrっ た時,い きな り

全 員が とい うので は な く試行錯誤 しなが ら徐 々に全員が マス タしてい くとい う

ステ ップバ イステ ップの方法が確実 な情 報技術利用の ステ ップを前進 させ てい

る とr:iえる。

実 際 の 講 義 時 は どの よ うに授 業 をす るか を紹介す る。教 師の 多 くは従 来の

OHPを 使 って教 育 を行 う こ とが 多 い。 パ ワーポ イ ン ト等で作成 した教材 をス

ク リー ンに表示 しなが ら説明す る教 員はそ う多 くは無いc,パ ソコ ン を イ ン ター

ネ ッ トに接 続 して説明す る授業 もまだそ う多 くは無いC,授 業 を行 う上 で 必 要な

情 報 をWebで 提 供 して い るの が現 状 で あ る。

学 生 は宿 題や スケ ジュー ル,参 考 資 料 等 をWebで 確 認 し,質 問 が あ れ ば

CyberOfficeHourを 使 って教 員 と話 し合 った り,質 問 をe-mailで 送 付 した

り,意 見 をWebの フ ォー ラム を用 いて 発lIす る,1こ れ らは,授 業時 間以 外 に

行 う。 つ ま り学 生 の 自習学習のために,ネ ッ トワー ク を用 いた 双 方向型 教育支

援が 行われている。

4.5B本 の教 育 環 境 と比 較 して

イ リ ノ イ大 学で の情 報 に関す る取 り組 みは,教 育 工 学 的 視 点 か らみ た 「21

世紀 に向 け た学 校 情 報 基盤 整備 へ の提 副[42の 殆 ど を具 体 的 に 実 践 して い る と

いえ る。

・図書館 ,博 物 館 な どの電 子化 とネ ッ トワー ク利用

・学校の ネッ トワー ク化 と教育素材 ・教材 の流通 システムの整備(電r教 科

～}り

・バ ー チ ャル ・ク ラス ルー ム あるいはバーチ ャル ・スクール

・分散協調学習 支援の構築

・教 師 または 」供 のため の 自己教材 開発環境 の整備(学 習環境 の充実 と多様

化)

・ネ ッ トワー ク を介 した 各種 相 談 システム

・実社 会との共同 ・協調学習 と支援 システム
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・遠隔教育 システム とその履修 制度の確 疏

・知的CAIな ど,高 度 な 自己学習 ソフ トウェ アの 開発

.知 識 ナ ビゲー シ ョン と情 報 収 集 ツー ル フ イルタリングツールの開発

・自己実現のためのマルチ メデ ィア ・プ レゼ ンテー ション環境 の整備

しか しイリノイ大学の情報環境 はH本 の 大学 の情 報 環境 と比 較 して特 に素晴

らしい もので はない。実際 に ネッ トワー ク化 の指標(ハ ー ドウェァ ・ネッ トワー

ク化,教 育,学 務K務,課 外活動)な どを 調 査 した結 果 に よっ て も・全 米の トッ

プラ ンキ ングに入っている ものではない(注4)。 コ ンピュ ー タの学 生 一人 当た

りの所持 率に して も,昨 今 の 日本 の新 設学 部 な どに比 較す ると学 部に よっては

li本 の 方が 良 い。 また,文 部 省 の 推 進 して い るマ ル チ メデ ィア機器助成 によ

り,日 本の 大学 の 教室 は イ リ ノイ大学の教室 よ りはるかに高度情報機器 を利用

してい ると考 えられ る。 しか し機器 を増やせ ばマルチ メデ ィアを利用 した高度

な教育 は 日本で は可能 になるのであろ うか。既 に述べ た ようにイリノイ大学で

は 日本に比べ て教育用マ ルチ メデ ィア機器 は多 くない。 しか しWebを 用 いた

教 育 は概 ね 日本 の大 学 よ りは進 んでい ると思 われ る。その理 由は次 の ように ま

とめ られる。

・教員が教材 を作成す るにあたって,い ろ い ろな組 織 が サ ポー トしてい る。

・CCSOな どの コ ンピ ュー タや ネ ッ トワー クに関す るバ ックア ップ体制が整

備 されている。

・大学 内 イン トラ ネッ トが整備 されている。

・学部間 を越 えて情報先進化 に取 り組 んでいる。

上記に述べ た提 言を推進す るにあ た り,イ リノ イ大学 の よ うな組織 を越 えた

情報利用環境のサ ポー ト体制の整備が必要であ ろう。

5.今 後のマルチメデ ィア教育に向けて

こ れ か らの 時 代 は 「通 信 網 とマ ル チ メ デ ィ ア の 大 衆 化 」 とい わ れ て い る143}。

MPEG-2(H.262)が,通 信,放 送,コ ン ピ ュ ー タ に お け る デ ジ タ ル 化 を 推

進 し,TV放 送 の デ ジ タ ル化 の 決 定 が マ ル チ メ デ ィ ア 時 代 を確 か な も の に した
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とい う。 ムー アの法 則 に よる と,2005年 に は 多 目 的 カー ド(情 報 家電+コ ン

ピュー タ+デ ジタル無線+電 ヂ現金+セ キュリティ+電 力供給)が 登場 して モ バ イ ル

マ ル チ メデ ィアを牽引す る と言う。 またモバ イルマ ルチ メデ ィア技術の普及に

よ り,大 衆 に よる情 報 発 信 が盛 ん に な ると言われている。

では大学 は何 を教 えて行 くべ きなのだろ うか。技術があって も利用で きるコ

ンテ ンツが無ければ利用 を促進す ることはで きない。た くさんの情 報の中か ら

必要 な情 報 を探 し出す デー タマ イニ ングの 手法 を習得 させ る こ とも必 要で あ

る。情報 を発信す るために学生 自身が コ ンテ ンツを作 り1二げ る能 力 も必 要 で あ

る。 ・人 で の作 業ではな く協 同で物 を作 り上げ るためにはコ ミュニ ケー シ ョン

能力 も必要であ る。コンピュー タを用いて これ らの能力を向 ヒさせ るためには,

あ る程度 の コ ンピュー タ利用 能 力が必要である。 さらに ,Lに 述 べ た よ うな こ

とを行 うには 専門科 目において 目的 を持たせ て行 うのが効率的である。

問題 は専 門科 口の教 員が まだ まだコ ンピュー タを利 用 した授業 を展開で きな

い点であろ う,、

日本 で は まだ情 報 教 育 と して何 を教 えていけば良 いかの試行錯誤の段階 にあ

る。 それ は次 々と発行 される文 部省か らの情報化教育推進施策 よ り,小 中 高等

学校 での情 報 教 育 す ら変 わ りつつあ るか らであ るX44)。大 学 の 情 報 教 育 そ の もの

につ いて も,検 討 が迫 られ て い る。

情 報教 育の 内容は学 部や科 目の 目的に応 じて 異なる。 しか し現段 階では,最

低 限 の基 本 的 コ ン ピュー タ操 作能力 を情報基礎 として教 え ざるをえない。それ

は,情 報 教 育 を行 うこ との で きる教 室 に制約が あるか らであ る。 マルチ メデ ィ

アを視野 に入れた教育 として どの ようなことを教 えれば良いかにつ いて検 討 し

た結果 を基礎 と専 門に分 けて表5.1に 示 す。

今 まで述 べ て きた よ うに これ らの基礎 または 専門情報教 育を行 えばマルチ メ

デ ィアを 目指 した高度 な教育 と言 えるのだ ろうか。学生 をと りま く情報環境 ,

た とえ ば第4節 で 述べ た よ うな教 材 の整備,ネ ッ トワー ク利 用環 境 が 整 って こ

そ,そ の 利用 が 促 進 され る。(注4)に 載せ た よ うな ネ ッ トワー ク指 標 を向上 さ

せ ることに よ り,学 生 の コ ンピュー タ利用 環境 が 整備 され る,,
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表5.1情 報教育で何 を教えるか(操 作 とマルチメデ ィアを意識 して)

li的 基礎 応 川+專 門

デ ー タ人 力 ・情 報

収 集 ・デ ー タ交換

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

・図書館情報検索 システムの利用

・Webに よる情 報収 集

・FTPに よる情 報 入 手

・画像 な ど特 別なデー タベ ー ス

の検索

・CD-ROMな どの検索

一

・メー ル に よ る情 報 交換 ・マ ルチ メデ ィア メー ル ソ フ ト

に よ る情 報 交換

・電 」五掲 示板 の閲覧

・電r会 議室 に よる意 見交換

・ワー プ ロ(図 形 を含む)

・HTMLに よる情 報発信

・HTMLの 高 度 利 用 倍 』声,

ビデ オ,グ ラ フ ィ ッ ク ス を 含 む)

・マ ルチ メデ ィア人 力機 器 とソ

フ トの利用 硫 声,画 像,ビ デオ)

そ の 他 の 特 殊 なマ ル チ メデ ィア

(i'i一符 等)

デ ー タ編 集・デ ー タ

整理 ・デー タ整列

・表 計 算 ソ フ トに よ る デ ー タ整

理,整 列

デー タ分析 と応用 ・情 報 の 評 価

・表1汁算 ソ フ トに よ る 分 析

・CAiに よ る 個 別 学}`'

統 計 パ ッ ケ ー ジ の 利 用 に よ る

デ ー タ分 析,ビ ジ ネ ス ゲー ム,

シ ミュ レー シ ョ ンソ フ ト,数 式

処 理,エ キ スパ ー トシ ス テ ム,

意 思 決 定 支援 シ ス テ ム,プ ロ グ

ラ ミ ン グ,CAD,CG,VR等 の 利

用
一

デ ー タ蓄積 ・検索 デー タベ ー ス ソフ トに よるデー

タの蓄積 とそ の利 用

マ ルチ メデ ィアデ ー タベー スの

蓄積 とその利 用

デー タ表現 プ レゼ ンテー シ ョンソフ トの利

用 に よる レポー トの作成 と発表

VRの 利用 に よる 表現

1

そのため に必 要なことは情報利用組織 ・環境 につ いての教師支援の環境が整

備 されるこ とである。 さらに教師が・一一人でで きることは限度があ るので教師の

連帯 を作 る ことので きる環境 の整備 も必 要で あ る。 これはお互 いの教材 の提

供,評 価,情 報 の 交換,な ど を行 え る体 制 を作 る こ とで あ り,広 く学 外 まで を

対 象 に した もの と したい。 これ らの ことをも一支援 で きる大学 内外の組織体が必

要であ る、,サー ビ ス,教 材 の 品質 に 関す る こ とに も注 意 を払いたい。
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これ ら教材情報な どの流通 には全ての教 員への アナ ウンスとともにいつ で も

どの ような情 報 をも見る ことがで きるこ とが必 要であ る ,例 え ばNSFは 助 成

金 の募 集 要項 か ら申請 用紙 過去の助成のテーマや アブス トラ ク トな どの情報

を全てWebで 提 供 して い る。 しか も最 新 の 情 報が いつ で も参照 で きる
。情 報

の提 供に よ り研究者 の利用の 平等化 を実現 してい ると
L'1える。 そ れ に引 き換 え

科研 費 の デー タベ ースは有料であ り,最 新 の情 報 は無 く,さ らに フ ルテ キ ス ト

の情 報 も無 い。 文部省のペ ージ も英文の ものは限 られてお り
,世 界へ 向 けて の

情 報 の発 信 か ら遅 れている と「考え られ る。

教育だけで な く研究 との統 合 も必要である。身近 なところが ら始め られ る研

究 と教育 を統 合で きる研究 テーマの情報交換 ので きる機 会を提 供す るこ とが必

要であろ う。

本研 究は,学 習 院 大学 の マ ル チ メデ ィア教 育研 究の助 成 をいただいて行った

(注6)。 コ メ ン トを頂 い た 学 習 院 大 学 計 算機セ ンター長の森田道也教授 にお礼

申 し ヒげ ます。
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(3fi1図 爵館 情 報 彬 澱 学 院 ホ ー ム ペ ー ジ(http:〃alexia」is
.一)

X37)教 ずf轄1`のWeb烈iコ ー ス(h杜:〃www .ed.uiuc.edu/ed-。nline/cter/)

{38)NCSAの 授 業 倣:〃WWW
・ncs乱uiuc.edu/edu/c・urses/§ 幽 廻)

醐ETAG(Educati・nabTechn・1・gies)(血 ∠/ww .。ir.0幽)

(40)SC‾ALE(SloanC;entereforAsynchronousLeaning;Environment;)

(http://w3.scale.uiuc.edu/scale/}

(41!CyberPr・f(http:〃ntx2 .cs・.uiuc.edu/wss/seMces/cber。f/index
.html)

幽 岡 本 敏 雄,「 初 等 中 等 教 育 と先 端 情 報 技 術 応 用」,情 報 処 理,Vo1.39,No.7,1998,

pp631～632.

@3)安 川 浩 「マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 技 術 の 今 後 の 動 向 」
,情 報 処 理,Voi40,No.2,1999 ,

pp.128～132.

卿 文 部 省 高 等 学 校 学 習 乎鱒 要 綱 ,1999.3(http://www.m。nbu.。.・/news/

UUQOO317/k-1.html)詳 糸田は(注5)を 参 照 の こ と,

(7「i三1)〕NSFの 尉[織

組 織 と して は電f研 究 管理 部が あ り,こ こで は エ レ ク トリ ック コマ ー スや エ レク ト

リ ック リサ ーチ の管 理 を行 ってい る。NSFの ホームペ ー ジは助 成 金 に対 す る 般 的 な 条

件 や情 報 につ い ての/.」:ての こ とが カバ ー されてお りfエ レク トリ ック助 成金 の役 割 を果

た してい る。 ここには助 成 金対 象者の 責任.連 邦政 府 の 要求 }資 金,進 度 レポー ト,最

終的 な レポー トの 要求,表 彰 な どにつ いて書か れ てい る。 これ を見れ ば どの よ うに申請

すれ ば よいかが分 か り,Webペ ー ジを通 して 申請 をす る こ とがで きる
。 また分野 毎 にそ

の 目的,申 請手続 きの方 法や ドキ ュ メ ン トが用意 され てい る
。

教 育研 究 につ いては次 の分野 に分か れて いる。

・EHR:人 的資源 の ための教 育

・PFSMTETE:ポ ス トドク奨学 金
,科 学 ・数 学 ・教 育 ・技 術教 育

・CCLI:コ ー ス
,カ リキ ュ ラム,ラ ボ ラ トリ改S7S:

・大学 院生研二究奨～誇金

・ISE;イ ンフオーマ ル科学 教 育 プ ログラム

・IGERT:総 合的 大学院 生教育 と研究 トレー ニ ング

・LIS:学 ・習 とイ ンテ リジェ ン トシステ ム

・REC:教 育政 策 と実践 の研究

また学 問領域 と して は次 の よ うに分か れてい るC,
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・生 物 学 ・コ ン ピ ュ ー タと情 報 科 学

・ク ロ ス カ ッテ ィ ン グ プ ロ グ ラ ム ・教 育

摩一n学 ・地 理 科 学

・国 際 ・数 学 ,物 理 化 学

'ボ ウ ラー 研 究 ・科 学 統 計

・社 会 ・行 動 科 学

(注2)NSFAwards

l989年 以 降 に助 成 され た プ ロ ジ ェ ク トの 研 究 内 容 を キ ー ワ ー ドで 検 索 で き る よ う に

な っ て い る周。 キ ー ワ ー ドに よ る検 索 結 果 は,タ イ トル,助 成 対 象 番 号,ス コ ア(そ の

キ ー ワ ー ドに 対 して どの 位 の 深 さの 内 容 を含 ん で い る か を 示 す もの で 高 い もの で95%,

低 い も の で50%の 値 が 表 示 され て い る)が,ス コ ア の 順 で ・覧 表 と して 表 示 さ れ る,,

個 々 の 内 容 に つ い て 知 りた け れ ば そ の タ イ トル に 張 ら れ て い る リ ン ク を ク リ ッ ク す れ

ば,そ の研 究 を行 っ て い る研 究 機 関,弄 算,研 究 者,ス ポ ンサ ー(大 学 名)と ア ブ ス ト

ラ ク トを 見 る こ とが で き る。

(注3)NCSA(NationalCenterforSupercomputingApplications)

高 性 能 コ ン ピ ュー テ ィ ン グ と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 設 備 を持 っ た 研 究 機 関 で あ り,米

国 の 計 算 機 科 学 と エ ン ジ ニ ア リ ン グ 社 会 に サ ー ビ ス す る た め に 設 航 さ れ た。 科 学,C

学,教 育,ビ ジ ネ ス に お い て そ の 先 進 的 役 割 を 果 た す 目 的 で 設 ヴ さ れ,情 報 技 術 の 創

造,利 用,移 転 の 国家 的 戦 略 シ ス テ ム の 開 発 と実 装 の リー ダ ー シ ップ を持 つ と こ ろ で あ

る 。 現 在 は ス ケー ラブ ル コ ン ピュ ー テ ィ ング とサ イバ スペ ー ス ツ ー ル,仮 想 環 境 な どに

研 究 の 焦 点 をお い て い る。 こ こ で は 小 中 等 教 育 の 教 員 へ の 教 育 サ ー ビ ス も行 わ れ て い

る 。 小 学 生 対 象 のWebヒ の マ ル チ メ デ ィア 教 材 の 提 供 も して い る。 こ れ は 鳥 の 卵 が 卿

る まで を 日毎 にMRIの 写 真 や 映 像 で 分 か りや す く説 明 す る もの で あ る

(http://access、ncsa.uiuc.edu/Briefs/990209.Chickscope.html)。

(注4)大 学 の ネ ッ トワ ー ク 化 の 指 標

私 情 協 ジ ャ ー ナ ル,「 大 学 教 育 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア の 活 用 」Summer97,Vol.6,

No.1.1997,pp.17-2].ア メ リ カ の イ ン タ ー ネ ッ ト情 報 誌1997年5月 号

(http://www.zopdnet.com/yil/content/college/intro:html)

ネ ッ トワ ー ク の指 標 を 次 の4大 項 目 と小 項 目か ら比 較 して い るr,

1.ハ ー ドウ ェ ア ・ネ ッ トワ ー ク化

・学 生 の コ ン ピュ ー タ所 有 率

・コ ンピ ュ ー タ設 置 率

・電rメ ー ル ア カ ウ ン ト

・ホ ー ム ペ ー ジ(学 生 に スペ ー ス が 与 え られ て い る)

・Webに 無 制 限 に ア クセ スす る こ との 許 可
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・オ ンラ インで図 謝1録 に ア クセ ス

・オフキ ャ ンパ スか らコ ンピュー タにア クセ ス可

2.教 育

・イン ター ネ ッ トの トレーニ ングが必 須

・ホ ームペ ー ジを作 ってい る授 一業の割 合

・オ ンラ インで課 題 を出 して い る授 業の割 合

・オ ンラ インで補助 教材 を提供 している授 一業の割 合

3.ノ γ:務タ葺務

・オ ンラ イン授 業登録

・オ ンラ イン変 更

・オ ンラ イン成績 閲覧

・オ ンラ イン授 漿概 要

4.課 外活動

・大学 のサ ーバ にホー ムペー ジを作 って い る学生 の割 合

・大学 のサ ー バの ホー ムペー ジにある ク ラブや 同好 会の割 合

・オ ンラ イン ・ゲー ム
,チ ャ ッ ト,デ ー トの利 用

・日程 表や掲 示板

・オ ンラ イン娯楽場(学 生 に人気 のあ るホー ムペ ー ジ を設 け る)

・ニユー スグループ

これ らの評価項 目では,次 の よ うな大学 が ランキ ング ヒ位 で あ る 、

L肱f頁川

1

}
2

3

　
4

5

6

7

8

9

01

大学名

MIT

Norhwestem

'ITIE',rS()11

RellsselaerPolytech

DartmOuth

UniversityofOreg(m

NJInstituteofTechnology

IndianaUniversityofBloomington

MiddleburyCollege
㍉

Carne鍔ieMellon

これ に よ る とCaliforniaBerkeleylよ16位,StanfordUniversityは84位 。

(注5)文 部 省 高 等 学 校"算 習 指 導 要 綱 の 情 報 科 目の 内容

「情 報 」 はS情 報A(基 礎 的),情 報B(理 系 的),情 報C(文 系 的)の 中 か ら1科 目
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の 選択 必修 となる。 それぞれ の科 目の内容 と利用 ソフ トな どを示す。

「情報A(基 礎 的)」12以 ヒの実習

・情 報 を活用す るためのll夫 と情 報機 器

・情 報の収 集 ・発信 と情 報機器 の活川

・情報 の総 合的 な処 理 とコンピュー タの活用

・情 報機器 の発達 と生活 の変化

・(文 書処理 ,表 計算,図 形 ・画像処理,デ ー タベ ー スな どの ソフ トを活 用)

「情 報B(理 系 的)」13以 ヒの実 習

・問題 解決 とコ ンピュー タの活 用

・コ ンピュー タの 仕組み と働 き

・問題 のモ デル化 とコ ンピュー タを活 川 した解 決

・情報 社 会 を支える情報技 術

・(ソ フ トウェアやプ ロ グラ ミングii語 の 利川)

「情 報C(文 系 的)」13以}一 の実習

・情 報の デ ジ タル化

・情 報通信 ネ ッ トワー クとコ ミュニ ケー シ ョン

・情 報の収 集 ・発信 と個 人の責任

・情 報化 の進展 と社 会へ の 影響

(注6)本 原稿 は神奈川 大学 在外 研究 報告 、韮}二と して1993年3月 に從 出 した もので あ る、1

デー ターベ ー ス検索 の結 果や 参 考文献 中 のURLに つ い て は1992年2月 まで の もので あ

る こ と をお 断 りして お く、 また この 資 料 を も とに学 習 院 大学 で 講演 し,そ の 講 演録 は

「学習 院大学 計算 機セ ン ター年 報1Vol.20,1999,pp.135～157」 にあ る1、

<付 録1>NSFAwardsSearchの 検 索結 果一覧 の例

番号

1

ワ
]

3

4

一
D

6

7

年度

5

}
4

Q
μ

[

Q
げ

0
『

皿

O
J

4

一

9

95

98

97

タ イ トル

協調的 マ ルチ メデ ィア計算 ラボ

地理科学 の学 部学 ノi{教育 にお けるマ ルチ メデ ィア コンピュー タ支援教 育

マルチメディアを川いた協調的学習を通 した学部学生のための科学教育

の向L

米国 人類 学 会の メンバ シ ップ情 報

化学 に学 学 部教育 の高度 マ ルチ メデ ィアモ ジュー ル

マルチメディア人類学研究 方法の教育 パッケージのCD-ROMの 公開 と発表

プ ロ ジ ェ ク トSherlock:化 学(科 学)人 門 コ ー ス で の 討 論 を 科 学 す る

対 話 的 マ ル チ メデ ィ ア プ ロ グ ラ ム
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8 95 マ ルチ メデ ィア シ ステム 設計 ス タジオ
'

9 93 学 部学 生教 育 のため のマ ルチ メデ ィア ラボ

10 94
Aur-Orch:ス ピ ー チ と ジ ェ ス チ ャ ー の 起 源=学 際 的 マ ル チ メ デ ィア プ

ロ ジ ェ ク ト

11 9恐
ti語 一 芸 術 イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト:視 覚 と ド学声 一一ヒ ュ ー マ ン コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンの 再 考

12 95 C1語 獲得 の科学 的研究 へ の学際 的研 究=コ ー ネル大学 の認 知研 究

13 92 教 育的 コ ンピュー タのた めの ブ ラウ ンの高 度 ラボ

14 97 専門で ない 一般 生物学 の教 育 と学 習 の形式 化=21世 紀へ 向 けての モデ ル

15 96 社会学教育へのWWW技 術 とマルチ メデ ィア技術の統合のためのラボ

if 96 学 際的 科学 と1二学

17 9F NetCo〆CoNetラ ボ の 提 案

18

十 門

96 数 学 の マ ル チ メ デ ィア プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ク ラ ス ルー ム

19 96
小学校教 員 のた めの物 理学,地 理 学,生 物学 を意味の あ る学 習 にす るた

め にマ ルチ メデ ィア戦略 を使 って

20 96 小学校 の物理 ラボのた めのマ ルチ メデ ィア ネ ッ トワー ク

21 96 マ ルチ メデ ィア情 報処理 とコ ミュニケmシ ョンの教育

22 96 学 部学 生の ため の電 臼1学 ラボ にお け るマ ルチ メデ ィアの 利用

12396 1マ ルチ メデ ィアを使 ったア ニ メー シ ョン微 分積 分学
臣

i2495鵬 蔽 チメデ破 援フィールド研究の参画を通した㈱ リテラ
[

卜 一 →
12595イ ン ター ネ ッ ト ヒで の 協 調 的 シ グナ ル処 理 教 育
…

E-

…19421世 紀 に向 けて の技 術教 育

7921PRISM:科 学 モデ ル改 善 のプ ロ ジェク ト一
2894… マ イクロ コ ンピュー タを使 った 生物 学 ラボ教 育の改 善

2994科 学 孝女育:知 脹哉と手支能

† 申

3。96… カ リキ ュ ラム開 発 と嚇 の た めの新 しい パ ラ ダイム:WWW地 球 資1原教 育サ イ ト(ERES)

4 1
コ ン ピ ュ ー タ支援 ラ ボ 実 験 と イ ン ター ネ ッ トを使 っ た テ ー マ ベ ー スの 生

3196 物 ラボ
の 開 発

l
L_____2

ト

1292… 学 部 学 生 の た め の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワー ク ラ ボ
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33 96 健康 と生物 科学 にお け るマ ルチ メデ ィアベ ー スの ラボ実験

34 96 マ ルチ メデ ィア コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン技 術

35 96 21世 紀へ 向け ての技術 教育:フ ェー ズ2

36 95
入 門 数学 と コ ン ピ ュ ー タ科 学 コ ー ス に お け る 学 習 の た め の ク ラ ス ル ー ム

コ ン ピ ュー タ ラ ボ と学 生 の デ モ ス トレー シ ョ ン

37 95 数 学 マ ルチ メデ ィア コ ン ピ ュ ー タ ク ラ ス ル ー ム ラボ1

38 94
欄 期マ ルチ メデ ィア ビジュア ラ イゼー シ ョンで の概 念 フ レー 去両 「

の構築

39 95 最 初に設 計 を:マ ルチ メデ でアで の1年 生のll学 設 計実験

i

l4・ 40

　

無機 イラ ス トレー タ:無 機 と生物化 学 コー スのため の3次 元図 形ツー ル1

をCD-ROMで 提 供

41i 95 1マ ルチ メデ ィア数学:カ リキ ュ ラムを超 えて,国 家 を超 えて

42
iメ イ ン蝉 で の 地 酬 響 生 の た め のCapst。ne撒:チ ー ム ワー ク環

97 境 で の フ
ィー ル ドワー ク,実 験 分 析,マ ル チ メデ ィア 技 術 の 統 合

註 論科学:人 門化 学(科 学)コ ー スの 高 度化 の た め の統 合的 マ ルチ メ

i951デ ィア ラボブ ・ グラム 」

蕪 谷技術アカデミー(ACT)=粥 晋鯛 話型マルチ メデ 捌i,院 プ・グラム

障

ヨ

`tJ

`tE)†98

45981学 部学 生教 育 にお けるマ ルチ メデ ィア 数学 計算

へ
11

生物 学 におけ る科学 リテ ラ シー のための マ ルチ メデ ィア
一

47196一iシ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア を 使 っ た ハ ン ドオ ン実 験:ネ ッ トワ ー ク と オ ペ

レー テ ィン グ シ ス テ ム ラ ボ の 統 合

ヨiI481
1モ バ イ ルマ ル チ メデ ィア コ ン ビ

ュ ー
q6
1育 をll」1ヒさせ る た め の ア プ ロ ー チ

94 教 員に なるため のア リゾナ協 調
ト49

L

I

50

i

97
3次 元空 間 的 ビ ジ ュ ア ラ イゼ ー シ ョ

ア ソ フ トウ ェ ア

ユ5ヒ 97 対話 的マ ルチ メデ ィアにお ける カ リ

52 96
UAB化 学対 話学習 セ ンタ:革 新的 孝

1リ ケー シ ョ ンの た め の 道 具

53 911学 部1年 生 レベ ルの科学 コー スのた潔
1旨
1、

54951イ ン ター ネ ッ ト ビの協 調 的 シ グ ナ ル
1

学 部学 ノLの数学孝文 …

3次 元空 間的 ビシュア ラ イゼ ー シ ョン能 力の 開発の た めの マ ルチ メデ ィ

革新的 教 育 形式 とマ ルチ メデ ィア技術 アブ
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南テキサス高度技術教育センタ1

学 部学 生の コン ピュー タ技 術 プ ログ ラムの ため の教 育.研 究.開 発 を行

う吊1新的学 生 ネ ッ トワー クラボ

対話型 の デ ジタル化 され た ビデ オ部品 を川 い た物 理 コ ンピュー タラボ

BMCCATパ ー トナ ー シ ッ プ=自 治 体 マ ンハ ッ タ ン コ ミュ ニ テ ィカ レ ッ

ジ にお け る マ ルチ メデ ィア プ ロ グ ラ ミ ン グ と設 計

Ojibwa/Metsと 協 調 す る マ ル チ メデ ィア 科 学 ラボ

人門的物 理学 と天 文学 実験 と講義iのため にマ ルチ メデ ィア情 報を適合 さ

せ る ことにつ い て

1二業ベ ー ス教 育 のための教 材 開発

オペ レー テ ィン グシス テム とコ ン ピュー タネ ッ トワー クの ため の電 チ的 ラ ボ

ビ ジ ュ ア ル ア プ リ ケー シ ョ ンラ ボ

ア ル ゴリズム的マ ルチ メデ ィア を使 った 人門 コ ンピュー タ科学 の拡 張

IIllectionモ デ ルの た め の 製 品 開 発:Javaベ ー ス の 訓 練 モ ジ ュ ー ル

SMETカ リキ ュ ラムの 最初 の年 に向 けて学 生 に焦 点 を当 て た教 育 方法

の統合:研 究 所改 革の ためのHartford大 学 の モデ ル

プ ロ ジェ ク トTEME:マ ルチ メデ ィア シ ミュレーションラボ に お け るハ ン ドオ ン

科学教 育の ための ピアツーピアネッ トワー クのワー クグルー プの ためのWindows

化学 にお ける対話 的マ ルチ メデ ィア と均 衡 の メン タルモデ ル

化学の物 質 コー スにお ける ハ ン ドオ ンモ ジ ュー ルの 利用

科学の た めの コ ンピュー タ支援 マ ルチ メデ ィア試験 形式 の 開発

知的学 習 シ ステ ム:仲 間研 究
甲

対 話 型 マ ル チ メデ ィア 知 的 チ ュ ー タ リ ン グ シ ス テ ム(IMITS)

Il学ア プ リケー シ ョンを通 じて数学 的 コー スを拡 張す る

オペ レーテ ィングシステムとコンピュータネッ トワークのためのWebベ ースの電fラ ボ
Ψ

科 学 技 術:知 識,技 能,フ ェ ー ズ2

心理学における統合的ラボプログラム

自分で指 示 しなが ら行 うマ ルチ メデ ィア地 理 グ ラフ ィカル情 報 シ ステ ム

と イメー ジ分析 ラボ

物 理 とコ ンピュー タ科学 ラボ を複数 で使 うため の装 概獲得 開発

般 心理学実験における研究訓練を通して科学の意味付けを拡張する
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so 97 マ ルチ メデ ィア シグナ ル処理 ラボ

81 97 科学 と数学の学習のためのマルチ メデ ィア発見環境

82 96 般 教 育地理学 コー スの ための コ ンピュー タ支援 の学 習モ ジュー ル

83 96 音 楽 にお けるデ ジタルシ グナ ル技 術

84 9fi ThermoNet:人 門1一学 の 熱 力 学 の た め の 対 話 型 イ ン ター ネ ッ ト資 源

85 96
新 しいベ ンチマ ー クカ リキ ュラムモ デ ル ヒの生物学 ベー スの批 判的思 考

を開発す るため の対話 型マ ルチ メデ ィア i

86 96 ハ イブ リッ ド学際 方式 に よる ・舟貨科撒 育の統 合:
1

87i96
1

自然 の 探 索:EdwardO.Wilsol1の ノk物学 の 保 存 と生 物 の 多 様 性 ゴk物

学 の た め の マ ル チ メ デ ィア教 育 ツ ー ル

889h モ ー ター ワ ー ク シ ョ ップ の た め の マ ルチ メデ ィアの 開 発 と評 価

89 96

」
マ ルチ メデ ィア ニ ュ ー ロ科 学 教 育i

I

90 96 コンピュー タ科 学 のためのマ ルチ メデ ィアベースの 対話型 ラボモ ジュールの 開発

91 96

}

司
数学 と科学 にお いて 対話 型マ ルチ メデ ィアを使 った参 画型学 習

皿「

92 95 化 学ll学 入 門:マ ルチ メデ ィア パ ッ ケー ジ

93 95

…

般 技術研究所において1毬r瞠 技 術プログラム・孝l」 アクセスを拡i

張するためのマルチ メデ ィアと分散学習技術の使川i
i

94 95
…ゴ ー ル デ ン ウ エ ス トカ レ ッ ジの マ ル チ メデ ィア ク ラ ス ル ー ム ラ ボ
_J

95 y5 心理学における基本的な実験 とマルチメデ ィア研究訓練の統合

96 95
イベ ン ト ドリブ ン グ ラ フ ィカ ルユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス1没計 とプ ロ グ ラ ミ

ン グ を教 え る た め の ビ ジュア ルプ ロ グ ラ ミングコ ン ピュー タラボ を使 っ てi

97 95

1

心 理学 にお けるマ ルチ メデ ィア ラボ

[98195
」1

黒人学生のための講義と実験における批判的思考,問 題解決,数 量的技

能の統合

99

ヒ

95
実際 の学 習:可 視 化:マ ルチ メデ ィア技 術 を使 った 天文学,微 分積 分

学,コ ンピュー タ科学,地 球 科学,有 機化学

1

}
l
i
i
l

Iloo 95

一■

バ イオロ ジカル科学 マ ルチ メデ ィア ラボ
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<付 録2>現 在研 究中の うち補助 金額 の大 きい順 の タイ トル と補助 金額

1

晒帆

血川f
タ イ トル

期 間

(年)

1
教 員準備 におけ るエ クセ レンスの ための

ア リゾナ協 調
5

2

管理 ロ丁能][1位 にお け る徹底 的 な変革:化

学 カ リキ ュラム変 革の ための モ ジュラー

アプ ローチ

5

3 マ リコパ 高度技 術教 育セ ンター 3

4 高度生物1:学 教 育 プ ロジェ ク ト 5

5 高度技術教育への橋 3

s
マ ルチ メデ ィア数学:カ リキ ュラム を超

えて,国 家 を超 えて
4

セ ミコ ンダク ター製造 のため の技 術 者 と

エ ンジニ アのた めの クロ ス トレイニ ング
3

2.知 識 と技 能,フ ェ ー ズ2
i

8・ 科 学 技 術'
i.........一 一一 一一

I

i地 球科学 と宇 宙科学 の技術 的 な教 育 プ コ9
1 ジ
ェ ク ト

3

卜一 一
110121世 紀 へ 向 け て の 技 術 教 育1フ ェ ー ズ2
←

3

I

hl… 技 術 トレ イニ ン グの た め の 遠 隔 学 習 と
1バーチヤル実験室
十

3

1

MBCCATEパ ー トナ ー シ ップ で の マ ンi

121ハ ッ タ ン コ ミュ ニ テ ィカ レ ッ ジの マ ル チl

H毒 糠 三論 ンcJL..FIXFl
13現 代研 究

付 録3

f1'

3

ング と設計1

教師の教育における
3

容

融投資活発化

内容

スポー ツゲー

声映画のデジタル化 科学施設の科

害 者の ための ガ イ ドマ ップ 人物をモデル

ジ タ ル ア ニ メー シ ョ ン 欧 米マ スコ ミ

補 助 金

(万$)

551

286

271

.一十一一

1

」

プ ロ グラム分類

教 師準備 プロ グラム

コー ス とカ リキ ュラム

の プ ログ ラム

高度技術 教 育

113高 度技術 教 育

97i高 度技術 教 育
サ
コー ス と カ リキ ュ ラ ム

97
の プ ロ グ ラ ム

高 度 技 術 教 育90

63高 度 技 術 教 育

高 度技 術 教 育61

m-一一一一f-一一一

60高 度技 術 教 育

字 駕

標 二1
55

凹一「

研 究 と教 育 の統合 化}
52

iE

マルチメディアコンテンツ振興協会の採択作品事例

スポーツゲーム自動解析ソフト

科学施設の科学教育映像作品

人物をモデルにした{次 元モデ リング集

欧米マ スコ ミの日本報道和文対訳
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遺跡の発掘データの可視化

バ ー チ ャ ル フ ァ ッ シ ョ ンの デ ザ イ ン

マ ルチ メデ ィア コ ンテ ンツの 可視化

四次元蹉体パズル

バーチ ャル問 診サ ー ビス

住居取得のための情報提供

バ リア フ リー居住 設計

電f救 急箱

落語

発想連鎖手2去

英語教材 シー ン自動生成

福島県小学校高学年社会科教材

画家 ミロの作品紹介

災害情報

人 間の顔頭 の形の作 成

漫 画 ワ ンダー ス トリ・一

中高校生 向 き性教 育 ソフ トウェア

リサ イ クル

神 話 の検索型 コ ンテ ンツ

近代H本 の生活変遷歴史体験

外国人向 き日本生活ガイド

中国語 圏へ の 日本紹 介

アニ メー シ ョン紹 介

高度 画像検索

デ ジタルテキ ス ト 三次元CG

障 害者 のための 都 市情 報案 内

就労 女性 へ の情 報提 供

陪審制 に よる裁判 シ ミュ レー シ ョン

こだわ りの食品 ガ イ ド

唐津焼の歴史と製作過程

デザ イ ン

中国の漢詩朗読ゲーム
'{次 元 航 空 写 真 デジ タルフ ォー トデー ターベ ース

沖縄空手の紹介

伊勢物語の連綿書体

U本 の湿原 とブナ林

筆文字のデジタル化

中国占典文字演技文学

昆 虫 、[-/_体映 像 図 鑑

本阿見光悦

ワー ク フ ロ ー ス キ ー マ の ト レ イニ ン グ

電 」監申請川 様式

日本語発 音ア クセ ン トデー タベ ー ス

沖縄紹介

地球の生態系

コ
ー一 判

デ ジ タ ル ス タ イ ル ブ ック

H本 錦絵新聞 ヨ
E

進化 の植物 図鑑

ネッ トワー クゲー ム

ペ ツ トブ ラ ウザ

体験 型旅 市場

f!本 語1㌔活大辞典

図鑑1

クゲ ー ム

集 ・演 奏 ソ フ トウ ェ ア

の揺れの制御

ウザ

場

大辞典

<付 録4>科 研 費の研 究テ ーマ(キ ー ワー ド 「マルチ メデ ィア」「大学」)

年

…
89

一
90

一
90

一
90

ア ー一 マ 分野

システムの大学教育への適用に関する試験研究 教材

と大学間共同利川に関する総合的研究 高度技術
　

解答照合法の高度化に関する研究 教材

解答照合法の高度化に関する研究 教材
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90 映像・デ7声メディアを含む知的CAIシ ステムの大学教育への適用に関する試験研究

91 遠隔教育実習校と大学教室を結ぶ知的マルチメディア型教育実習訓練システムの開発

91 映像者 声メディアを含む知的CAIシ ステムの大学教育への適用に関する試験研究

91 映像 ・1㌣声メディアを含む知的CAIシ ステムの大学教育への適用に関する試験研究

92 高等教育を対象にしたマルチメディア教材開発支援 システムの構築

92
L
高等教育を対象にしたマルチメディア教材開発支援システムの構築

り山

4QαO」

ー

9
'

}

92
-.ゴき隔教育実習校と大学教室を結ぶ矢口的マルチメディア型教育実習訓練システムの開発

遠隔教育実習校と大学教室を結ぶ知的マルチメデイア型教育実習訓練システムの開発
噌

一r-一 一一

は璽1雌 匁宣実習校と大学教室を結ぶ知的マルチメディア型教育実習訓練システムの開発十

}
甲

}教 育 養成 大学 におけるマルチメデ ィア活 用技術習 得のためのカリキュラム開発

回 亙 画 ナる物聯 璽 究理靹 における個別化と繍 ヒの研究
94:学 術 情 報の国際 交換 に関す る実u1正研 究
　　せ　 　 　　 り　 　　 　　 　　　 　へ　ロ　　　 　　コ

95

1鶏

5

95
卜
195

卜陰

蕊

斐i遇想!fl利月勉{可能な建築 蹄響に関するマルチメディア教育システムの闇発

会調査データを社会学教tiに 効 果的に利用するためのハイパーテキストの開発

学教育におけるマルチメディア協調分散学習環境の基盤技術に関する調1[:研究

又壁養成 大学におけるマルチデ ィア活 用技 術 習得のためのカリキュラム開 発

外国語読解力を鼠質ともに飛躍的に高める教授法の研究

マ生型 流∠コ 壁窪教育システムの開発とその大学教育への適応に関する研究

!1豪 の 大学間 にお ける授 業相 圧支援 システムに関す る 共同研 究

学術情報の国際交換に関する実証研究

教材

教材

教材

教材

教材

教材

教材

教材

教材

カリキュラム

教材

その他

教材 _」

高度技術刊

高度才支術

教材

教材

教称

高度手支術

社会調査データを社 会学教 育に効果的1三利用するためのハ イパーテキストの開発

その他
　 　 　 　 　 　 ロ　 　 　　 　　　　 　　 　う　　　　　 　 　　 　

教材

鐙L雄 麺 三璽 聖 と塑i力鑑 堕塑 散・学習環境磁 盤技術1こ関す綱 査研究

騰i李篇鶉 魁1讐 膿 繍 難窪籍繍 験研究

ll
}巳

マ ルチ メデ ィア を活 川 した 大学教 育 の内容 ・方法 等 に関す る研 究

大学 物理 教材の ネッ トワー ク化

6

「
玲

…

型

隣

マルチメデェア情報化時代における医学・医療情報環境の整備に関する基礎的研究

教員養成大学におけるマルチメディア・活用技術習得のためのカリキュラム開発

大学間相圧利用が可能な建築 音響に関するマルチメディア教育システムの開発

劃1会調査データを社 会学教 育に効 果的に利川するためのハイパーテキストの開発

大学教育におけるマルチメディア協調分散学習環境の基盤技術に関する調 査研究

高度技術

教材

教材

教材

教材

L堕

高 度才支ｺr

カリキュラム

教材

教材

大学 にお け る:mailの 教育 利用の実 態 と教 育 効 果の研 究

塾些養成大'塾三杢ける了ルチメディア活用技術習得のためのカリキュラム開発

」藷度技術・一=一 一 一一一・一一 一 … 一 一一一一一一斗L

i教 材　 　　 　ヘ
カリキュラム

日豪の大学間における授業相圧支援 システムに関する研究 高度才支術
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マルチ メデ ィア教育環境の動向と将来展望77

1998と199フ 年の科研 費 によ るマル チ メデ ィア研究

分類 タイ トル

重点領

域研究
人文科学 とコンピュー タ支援

基盤研 理Il系 マルチ メデ ィア教育 ソ

1究(A)

1
1

マ ルチ メデ ィア情 報化時代 に

共同研究 を目的に したマ ルチ

広帯域ISDNに よる分散型マ

マ ルチ メデ ィア研究教育 シス

留学生の日本語技能を訓練す

放送映像 とリア ルダイム結合

超 高速 ネ ッ トワー ク トのマ ル

スケーラブルな広域高品質マ

基盤研 高速マルチ メデ ィア通信ネッ1

究(B) マ ル チ メデ ィア コ ラ ボ レー シ

基盤 研

究(C)

[

理1系 マルチ メテ ィア教伊 フ トウェア開発のための仮想実験 砺1こ 関す る研究

マ ルチ メテ ィア情 報化時代 における医学 ・医療情報環境 の整備 に関する基礎的研究

共同研究 を目的に したマ ルチ メデ ィア教材 開発 シ ステ ムの実 川化

広帯域ISDNに よる分散型マルチ メデ ィア学習 支援 システムに関す る研究

マ ルチ メデ ィア研究教育 システムの 開発 とその大学教 育への適用に関す る試験 研究

留判 三の 日 」L-pfl技能 を,漁 するマ ルチ メデ ィア対応 インタラ クテ ィブCAIの 開発

放送映像 とリア ルダイム緒 ヤを・朧 とす るt`efurlr能ハ イ・0`_メデ ィアシステムの開発

超 高速 ネ ソトワー ク トのマ ルチ メデ ィア情 報 システム構築に関する研究

スケーラブルな広域高品質マ ルチ メデ ィアATMネ ッ トワー クの構築

高速マルチ メテ ィア通1評 ・・トワー クによる新 メデ ィア遠1　膏高撒 育システムの醗

マ ルチ メデ ィアコラボ レー シ ・ンシステム1こよる画像診断 支援 システムの1醗

マ ルチ メデ ィア教 材の情 報通信 による共1司開 発と共同示ll用に関す る研究

1多 次 元 メデ ィア を媒介 とした合意努 力に基づ く学習 支援 システム
アによる専門川語 の]二話テ隔一 ダベー スに関す る研究マ ルチ メデ ィ

マ ルチ メデ ィアの 支援 による芸術 文化の感性 的 ・国際的理解への教育 方法の研究

教育用マ ルチ メデ ィア学習効 果測定に関す る研究

バ イオ メカニ クスを応用 した身体動作の学習 と指導 方法のマ ルチ メデ ィア化の研究

駿簾凝亮蕩暴砂鉾㌢撃輪義蕪筋趣蕩台罪鷹雲鷹
i儲 ケアの問題解決のためのマ ルチ メデ ィアシステムCAIソ フ トの開発

コ ミュニ ケ_シ 。ンスキル獲得のためv)マ ルチ メデ ィア学習 システムの開発

インター ネッ トを利用 したハ イパー メデ ィアCAIシ ステムの開発研究

LLを 活性化す る異文化教育を 目的 としたマ ルチ メデ ィア語学学習 システムの 開発

助 成 金

(万 円)

3,`LO()

知的障害 者用のマ ルチ メデ ィアCAIの ためのオーサ リングシステム

マルチメデ ィアネ・ソトワークリンク処理機構 による参加型学習環境の開発 と授 業改 善

マルチ メデ ィアを活 用 した大学教育の内容 ・方法 等に関する研究

地域気 象に関するマルチ メデ ィア教材の開発に関す る研究

マ ルチ メデ ィア対応 「デー タベー ス型ハ イパー漢字学習字 典」の開発研究

動画像 と13f"を 中心 とす るマ ルチ メデ ィアデー タベース システムの試作 と評価

インタラクテ ィブ情 報視覚化 を応用 したマ ルチ メデ ィア情 報獲得 インタフェース

医療 のためのマルチ メデ ィア通信 システム とそのユーザ インタフェース

マルチ メデ ィア通信環境 における識閾 ド効 果に よる脅威への対策につ いての研 究

感性情報処理法 によるやわ らかいマ ルチ メデ ィア システ ムの研究

地域計画のための プロジュク トオ リエ ンテ ッ ドマルチ メデ ィア情報 システムの開発

水質汚染ハイパー メデ ィア教材の開発研究 フィリピン及び日本の 事例を題材 として

マルチ メデ ィアに よる学習 音参画形デー タベ ー スの構築 と関心 ・意欲 ・態度へ の効 果

マルチ メデ ィア環境における先進的教育 ソフ トウェアに関す る研究

才、・ソトワー ク}一のマ ルチ メデ 子ア環境 を利用 した情 報教育の実現に関す る研究

マ ルチ メデ ィアを活用 した民族舞踊教材 の学習適応機能の 高度化 と評価 分析

視覚障害学生に適 したマルチメディアとネットワークの蝦 による設・言+製図糖 システム
ハ イパー カー ドを用いた社会化教材開発の基礎的研究

マルチ メデ ィア を利用 した点字楽譜学習 システムの開発 とその利用にお ける教育学

的意義
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1997年

分類

萌芽的

研究

奨励研

究(A)

タイ トル

不ッ トワー クを利用 したマ ルチ メデ ィア対応教育情報の蓄積 と交換 に関す る研究

マルチ メデ ィアに よる地域学 習情報 のヂー タバ ンク化

コ ンピュー タ技 術教 育のためのマルチ メデ ィアによる仮想実験 システムの構 築

Cf本 人の談話行動のスク リプ トス トラテ ジーの研 究 とマルチ メデ ィア教材の試作

マ ルチ メデ ィアを利用 した初級用統 合型 日本語 ・日本事情教材の開発

知識の獲得過程 におけ るマ ルチ メデ ィアコ ミュニ ケー シ ョンの実現 に関する研究

マルチ メディア技術を利用 した1=学 技術用の教授 方法の改善と教官の教材内容の向h

国語教育における メデ ィアエデュケー シ・ンーメデ ィア解釈の理論 と加 去のナ縦 研究

箱庭に操作過程をデータベースとして持つマルチメディア相談室用システムの開発研究

1業 高 専生のための英作 文演習用マ ルチ メデ ィア教材の 開発

ゼテ声 メデ ィアを利用 したテ ス トにおいて背 景雑i'F.が聴覚的な理解能力にr・}一える影響
オブ ジェ ク ト指向 に基づいたマルチ メデ ィア∫1望学習用 ソフ トウェアの開発 に関す る

研究
ハ イパー テキ ス トハ ン ドリング技術 を利用 した統 計解 析支援 システムの作製

助成 金

(万円)
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1998年

分類

特定領

域研究

(A)

基盤研

究(A)

基盤研

究(B)

基盤研

究(C>

タイ トル

人文科学の コ ンピュー タコンピュー タ支援 による人文科学研究 の推進

マ ルチ メデ ィアデー タベースを屠い る人文科学研究 支援 のための総 合環境 の構 築

デジタル動画を使 用 した外国 人のための漢字学習 支援 システム

鏡像機能を活用 した実技学習 ・研究用マルチメデ ィアタイ トル製作支援 ツールの開発

一 一

助

σ

ll}

の構築

助 成 金

(万 円)

8,480

2(7(}

玉50

140

マ ルチ メデ ィアの教育利用技術 に関す る総合的研究

メデ ィア教育 ・異 文化理解教育 としての 美術教育 ・映像教材 お よびガ イ ドラインの

開発

WWWサ ーバ によるU本 史デー タベ ースのマ ルチ メデ ィア化 と公開に関す る研究

20U

410

350

マ ルチ メデ ィア リテラ シー育成 方法の検 討

オープ ンラーニ ングにみ る大学での新 しい メデ ィア活用の研 究

教育臨床的認 知に組み 入れた授 業実践 力形成の ためのマ ルチ メデ ィア教材の 開発

インター ネッ トを利用 した 日本語マルチ メデ ィア辞書の構 築

自動の ための無線 ネッ トワーク対応携帯型情報端 末用マ ルチ メデ ィアデー タベー ス

の開発

触覚情 報制御 に よる盲人用マ ルチ メデ ィアパ ソコンの実用化

利用者認証 ・検索適応機能 を有するマルチ メデ でア教育情報提 供サーバの構 築

インター ネッ トを利用 した高校教員に対するマルチ メデ ィアの活用 支援 システムの開発

幼稚 園のマ ルチ メデ でア遊 び と教職課程の情 報教育 を相 圧に 支援す る システムの開

発

探求 と創造のためのマルチ メデ ィアネ ッ トワー ク学習環境 の開 発 と授 業実践 に関す

る開発

マ ルチ メデ ィアデー タベ ースを用いた幼 児の教育指導 システムの研 究開発

肢体不 白由児の数量的概念学習におけるマルチ メデ ィア教材の効 果に関す る研究

マルチ メデ ィアを利用 した 英米文学 の授 業方法の研究

インター ネッ トマルチ メデ ィアサーバ を用いた留学生の 日本語 書㌣声教 育 システムの

研究

450

2?cs

48(1

250
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180
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160

191)
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(132)
マルチ メデ ィア教 育環境の動向 と将 来展望79

灘 的

鱗 膨ll欝 鍵3警饗 響 騒中心に
紗 年 のEIメ デ ィ授 容お よび メデ ィア リテラ シーに関す る社 会学 的石耽

禦 餐騨 綿 繍 ㌫ 錨 寝纂ζ亥瓢 幾楚騰 価
マルチ メデ ィア学習における背景画運動の影響 と効果に関する研究

喋 高獣 のための英作 如寅酬1マ ルチメデ ィア教材の開発

交離 科轍 龍 界勝 の醗1こ 向けた科学的 リテラシー1こ関する国際比欄 査

術研究 鱗 講 麟 鼎 灘
システムに関する国贈 交研究

マ ルチ メデ ィア作 品制作 を支援す る総合学習 カ リキュラムの開発 と評価

ハ イパづ デ ィア教材における迷f現 象の分析 とナ ビゲー シ ・ンの効率イヒに関す る

磐 チ メデ ィア通信環境にお脇 哉閾 ド㈱ こよる繊 への繍 こつし・ての研究

マルチ メデ ィア対応デー タベー スへの画像デー タ入力に関す る研究

多数の故 韻 本を比轄 証す るためのマ ルチ メデ ィア システムの醗

マ ルチ メデ ィア表現 にお けるf供 の シンボル操作能力に関す る基礎研究

助成金

(万円)
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